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次
の
と
お
り
。

七」

の
内
容

同
氏
最
後
の

主
要
文
書
と

「
世
界
人
口

白
書
一
九
八

な
っ
た
。

摘
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も

長
、

ラ
フ
ァ
エ
ル

•
M

・
サ
ラ
ス
氏
の
指

を
提
起
し
、

こ
れ
か
ら
の
人
類
が
と
る
べ
き
進
路
と
し
て
①
自

一
九
八
七
年
三
月
三
日
、

で
急
逝
さ
れ
た
国
連
人
口
活
動
基
金

ワ
シ
ン
ト
ン

(
U
N
F
P
A
)
事
務
長

な
お
、

同
白
書
は
、

を
説
い
て
い
る
。

ず

る

道

で

あ

る

を

あ

げ

、

後

世

代

の

安

全

を

守

る

必

要

性

が
遅
れ
す
ぎ
る
こ
と
は
、
悲
惨
な
状
況
を
も
た
ら
す
こ
と
に
通

然
と
人
間
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
、
②
出
生
率
の
低
下

の
日
」

に
設
定
、

ふ
え
続
け
る
世
界
人
口
を
取
り
巻
く
諸
問
題

を
機
に
、

一
九
八
七
年
七
月
十
一
日
を

「
世
界
人
口
五
十
億
人

こ
の
数
字
は
、

人
類
史
上
初
め
て
の
も
の
で
、
国
連
は
こ
れ

白
書
一
九
八
七
」

で
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

る

国

連

人

口

活

動

基

金

(
U
N
F
P
A
)
 は

「
世
界
人
口

一
九
八
七
年
七
月
、

世
界
人
口
は
遂
に
五
十
億
人
を
突
破
す

1
1

全

文

掲

載

I
I

国
連
人
日
活
動
基
金
(
U
N
F
P
A
)
が

「
憔
界
人
日
白
書
園
」

を
発
表
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れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
つ
つ
は
あ
っ
て
も
‘
増
加
率
は
年
々
増
え
続
け
る
人
口
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ

増
加
数
は
年
を
追
っ
て
大
恙
く
な
る
。

そ
れ
は
、
人
口
増
加
率
そ
の
も
の
は
下
降

に
達
す
る
こ
と
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
時
点
ま
て
は
‘
毎
年
の

他
方
、
毎
年
の
人
口
増
加
数
は
増
大
を
続
け

―
―
一
世
紀
初
め
ま
で
に
は
最
大

て
い
る
（
図

l
参
照
）
。

七
0
年
に

つ
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た

IIlo

そ
の
後
下
降
が
始
ま
り

と
こ
ろ
か
人
口
増
加
率
の
上
昇
か
一
八
世
紀
に
始
ま
り

一
九
世
紀

ゞ
一
斐
勺

力
i

舟

0

ー

-, 

0
億」

の
行
進

ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

か

゜
―
二
年
ご
と
に
ほ
ぽ
一

0
億
の
割
合
で
増
え
続
け
て
い
る
。
今
世
紀
末
ま
で
に
六
〇

0
0
0
万
人
以
上
が
増
え
て
お
り
、

一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
人
口
急
増
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

こ
の
五

0
億
人
達
成
と
い
う
こ
と
は
一
体
人
類
に
と
っ
て
の
勝
利
な
の
か
。

ま
た
、
未
来
に
対
す
る
脅
威
な
の
か
。
世
界
の
第
五

0
億
人
目
の
市
民
の
将
来
は

こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
は
‘
「
ゼ
ロ
に
近
い
人
口
増
加
」

で
あ
っ
た
。

を
通
じ
て
ゆ
っ
く
り
と
加
速
し
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
急
加
速
し
‘

そ
し
て
一
九

そ
の
結
果
と

し
て
今
か
ら
一
世
紀
後
に
人
口
増
加
率
は
た
ぶ
ん
再
び
ゼ
ロ
に
な
る
と
考
え
ら
れ

世
界
の
人
口
か
‘
初
め
て
一

0
億
に
達
す
る
ま
て
に
は
‘
人
間
の
歴
史
始
ま
っ
て

以
来
一
九
恨
紀
余
り
か
か
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
次
の
一

0
億
を
加
え
る
の
に
一

の
九

0
％
が
開
発
途
上
国
に
お
い
て
で
あ
る
。

に
二
二
万
人
、

そ
し
て
一
年
ご
と
に
八
、

そ

億
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
（
表

1
参
照
）
。

一
分
ご
と
に
一
五

0
人
、

一
日
ご
と

[
}
ヽ
1
 

音心
ム

西
暦
二

0
1
0
年
ま
で
に
七

0
億
に
、

そ
し
て
二

0
二
ニ
年
ま
で
に
八
〇

一
九
八
七
年
中
に
世
界
の
総
人
口
は
五

0
億
を
超
え
る
。

今
や
世
界
の
人
口
は

- 3 -



低
い
国
々
と
の
間
に
際
立
っ
た
差
異
を
見
せ
て
い
る
。

今
日
の
人
口
風
景
は

二
組
の
国
々
、
す
な
わ
ち
人
口
増
加
率
の
高
い
国
々
と

あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

だ
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
要
因
の

つ
は
人
間
の
数
の
大
き
さ
自
体
で

っ
た
の
は
や
っ
と
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
そ
の
勝
利
も
ま

ら
□
世
紀
後
に
約
一

0

0
億
で
止
ま
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
（
図

2
参
照
）
。

人
口
推
移
パ
タ
ー
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
上
記
の
よ
う
な
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
よ

こ
れ
ま
で
、

運
よ
く
飢
饉
や
疾
病

そ
の
高
い
人
口
増
加
率
の
た
め
に
心
も

そ
の
た
め
増
加
率
は
再
び
急
速
に
低

パ
を
襲
っ
た
黒
死
病
や
ア
ジ
ア
に
い
つ
も
蔓
延
し
て
い
た
地
方
風
土
的
飢
饉
は
‘

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
幸
な
出
来
事
を
前
に
し
て
人
々
に
悲
観
主

義
と
無
力
感
を
母
見
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

集
団
と
し
て
の
人
間
が
自
分
た
ち
の
運
命
を
効
果
的
に
左
右
出
来
る
よ
う
に
な

二
組
の
国
々

開
発
の
よ
り
進
ん
だ
地
域

で
は
一
九
六

0
年
代
の
終
わ
り
か
ら
人
口
の
増
加
は
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

下
へ
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
一
四
世
紀
に
突
如
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

と
な
い
食
糧
資
源
が
こ
れ
に
追
い
つ
け
ず
、

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
た
場
合
で
も
、

る
範
囲
は
常
に
狭
く
‘
絶
え
ず
竹
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

く
か
と
い
う
方
法
を
保
証
さ
れ
た
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

人
間
が
生
存
出
来

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
た
め
に
受
け
る
影
響
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

が
あ
り
、

世
界
の
各
地
域
ご
と
に
多
く
の
差
異
が
あ
っ
た
。

人
口
が
増
減
し
た
か

り
は
る
か
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。

人
口
増
加
率
に
は
多
く
の
変
動

人
口
推
移
パ
タ
ー
ン

八

0
億
に
な
っ
て
か
ら
は

こ
の
間
隔
は
広
が
り
、
冊
界
人
口
は
最
終
的
に
今
か

億
ず
つ
増
え
続
け
た
の
で
あ
る
。

人
口
学
者
の
予
想
に
よ
る
と

二

0
二
ニ
年
に

と
か
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
は
‘

―
―
―
―
年
に
も
満
た
な
い
間
隔
を
お
い
て
一
〇

世
紀
余
り
か
か
っ
た
だ
け
で
あ
り
、

そ
の
次
の
一

0
億
を
加
え
る
の
に
は
半
世
紀

~4~ 



は
、
人
口
増
加
の
最
も
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

開
発
途
上
国
に
お
け
る
低
下
す
る
死
亡
率
と
未
だ
に
高
い
出
生
率

開
発
途
上
地
域
で
の
平
均
絣
命
と
乳
児
死
亡
率
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、

今

で
は

八
六
年
）
。

ん
で
い
る
。

こ
の
割
合
は
二

0
五

0
年
に
は
七
五
％
に
増
え
る
だ
ろ
う
(
V
u
,
一
九

開
発
の
よ
り
進
ん
だ
地
域
の
二

0
世
紀
初
頭
当
時
の
そ
れ
と
は
ぼ
同
じ
に
な
っ
た

（
表

3
参
照
）
。

世
界
人
口
の
年
々
の
増
加
分
の
約
六
五
％
は
、

よ
り
貧
し
い
開
発
途
上
国
に
住

上
国
に
住
ん
で
い
る
。

の
割
合
は
大
幅
に
増
大
し
て
い
る
。

今
日
、
世
界
人
口
の
七
五
％
以
上
が
開
発
途

開
発
途
上
国
の
人
口
増
加
率
は
そ
の
三
倍
以
上
で
、

世
界
人
口
全
体
に
対
す
る
そ

(%) 

2.50 

2.00 

1.50 

1.00 

0.50 

図 I 世界の人口増加率の長期的模式図

紀元前15,000 1750 1900 1970 2050 紀元15,000(年）

注：世界の人口増加率の全1令的な推移をこのグラフで技現している。将来推計の基本となっている
杓定な仮設は必ずしも,E確であるとは限らない。
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住
民
は
そ
の
一

0
％
以
下
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
は
一
六
億
以
上

つ
ま
り
世

一
九
但
紀
初
頭
で
の
最
初
の
一

0
億
は
基
本
的
に
は
農
村
人
口
だ
っ
た
。

都
市

大
幅
な
変
化
が
起
き
て
き
た
。

先
進
国
は
一
九
六
五
年
に
そ
の
最
初
で
唯
一

開
発
途
上
国
は
一
九
六
五
年
に
す
で
に
最
初
の
一

0
億
に
到
達
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
と
矢
継
ぎ
早
だ
っ
た
。

分
で
あ
っ
た
。

想
さ
れ
る
。

の
一

0
億
の
里
程
標
を
通
過
し
た
。

た
ぶ
ん
ニ
―
世
紀
早
々
の
こ
と
だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
は
す
で
に
一
九
五

0
年
以
前
に
一

0
億
の
大
台
に
乗
っ
た
（
表

2
参
照
）
。

ア
ジ
ア
の
人
口
は
た
ぶ
ん
二

0
二

0
年
に
な
る
前
に
四

0
億
を
超
え
る
こ
と
と
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
一
九
五

0
年
以
前
に
五
億
を
超
え
た
の
に
対
し
、

一
九
八
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

フ
リ
カ
も
二

0

0
五
年
か
ら
二

0

1
0
年
ま
で
の
間
の
い
つ
か
の
時
点
で
一

0
億

現
在
ア
フ
リ
カ
は
、
他
の
大
陸
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
増
加
率
で
人

ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
以
南
の
地
域
で
の
人
口
は
増
大
し
続
け

同
地
域
で
現
在
の
増
加
率
が
続
け
ば
そ
の
人
口
は
二
二
年
間
で
倍
増
し
、

で
増
加
し
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
二

0

0
五
年
に
は
今
の
倍
に
な
る
も
の
と
予

上
述
の
よ
う
な
世
界
人
口
の
大
ぎ
さ
の
変
化
に
伴
っ
て
人
口
の
分
布
と
構
造
に

％
）
 
界
で
最
も
速
い
の
は
ケ
ニ
ア
で
、

二
□
世
紀
の
初
頭
ま
で
は
下
降
し
始
め
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

人
口
の
増
加
が
世

そ
の
二
千
万
の
人
口
が
も
し
現
在
の
率
（
年
四

て
い
る
。

い
る
と
い
う
の
に

口
が
増
え
て
い
る
。

世
界
の
他
地
域
で
は
す
で
に
最
高
増
加
率
の
段
階
を
終
え
て

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

二

0
五

0
年
ま
で
に
ア
フ
リ
カ
の
人
口
は
現
在
の
三
倍
近
く
な
る

な
い
だ
ろ
う
。

了
几
五

0
年
の
ア
フ
リ
カ
の
人
口
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
の
約
半

に
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
永
久
に
一

0
億
に
は
な
ら

フ
リ
カ
が
五
億
に
達
し
た
の
は
つ
い

だ
が
そ
の
ア

っ
て
い
る
。

ア

ろ
う
。

。、

ア
フ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
’

（
ソ
連
を
含
む
）

と
の
間
の
対
照
は
特
に
際
立

二
年
後
に
こ
の
地
域
の
人
口
は
六

0
億
と
な
ろ
う
。

程
標
は
そ
う
遠
く
は
な
い
。

わ
ず
か

八
年
、

こ
れ
ら
の
諸
地
域
で
は
五

0
億
の
里

の
と
お
り
、
開
発
途
上
地
域
で
は
二

0
億
と
三

0
億
の
里
程
標
の
通
過
は
一
九
五
表

1
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図2 「10億」の歩み
人口

100憶

90憶
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20億

19世紀初頭：

17世紀半ば頃： 10億
5億

1650 1700 1750 1800 1850 
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-

t

 

t

の発

9
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／
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ヽ
ヽ

＇ 
ヽ
ヽ

＇ 

2002年： 50億

2000 2050 2100 （年）

注：このグラフは、中位推m直からiりたIiiの数字に部分的に甚づいたものである。グラフは将米
必ずしも起こることを描いているものではない。ただ/1¥生半と死亡’和の特定な仮定のもとで起
こり得る状況をぷしたものに過ぎない。曲線は2025年以粋まで手作業で補完した。

そ
の
国
が
必
要
と
す
る
食
糧
を
生
産
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

よ
っ
て
、
栄
養
不

多
く
の
開
発
途
上
国
で
は
労
働
力
人
口
の
過
半
数
が
農
業
に
従
事
し
て
い
な
が
ら

人
口
の
五
％
か
そ
れ
以
下
で
、
そ
れ
で
い
て
食
糧
の
過
剰
生
産
を
き
た
し
て
い
る
。

で
は
、
農
業
生
産
性
が
非
常
に
高
い
。

農
業
で
生
活
し
て
い
る
人
口
は
‘
労
働
力

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
る
地
域
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
な
ど
高
度
に
工
業
化
し
た
国
々

世
界
の
最
大
級
の
都
市
の
大
部
分
は
今
や
開
発
途
上
地
域
に
あ
り
、

ま
で
に
夢
想
も
し
な
か
っ
た
程
の
巨
大
さ
に
達
し
て
い
る
。

多
い
。

こ
れ

い
る
。

開
発
途
上
地
域
の
都
市
人
口
総
数
は
現
在
の
先
進
諸
地
域
の
そ
れ
よ
り
も

、ゞ‘

く
カ

ま
た
開
発
途
上
国
で
は
約
三
分
の

が

そ
れ
ぞ
れ
都
市
地
域
に
住
ん
で

界
総
人
口
の
四

0
％
が
都
市
地
域
に
住
ん
で
い
る
。

先
進
地
域
で
は
四
分
の
三
近

~7~ 



済
は
急
速
に
成
長
し
て
い
る
。

ー
ン
か
異
な
る
国
で
あ
る
。

A
国
の
経
済
成
長
は
遅
い
の
に
対
し
て
、

B
国
の
経

効
果
と
し
て
出
て
き
て
い
る
。

二
つ
の
仮
想
国
は
社
会
的
・
経
済
的
な
成
長
パ
タ

ロ
増
加
か
急
速
に
鈍
化
し
て
、
社
会
・
経
済
政
策
か
緩
慢
な
人
口
増
加
の
有
益
な

出
生
率
か
は
と
ん
ど
制
御
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方

B
国
は
‘
人

す
る
。

A
国
は
‘
人
口
増
加
か
と
ど
ま
る
と
こ

明
ら
か
に
人
類
の
運
勢
を
占
う
の
と
同
様
に
難
し
い
の
で
あ
る
か
‘

例
え
ば
‘

"
h
0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

は
今
日
卜
人
中

JL
人
の
子
供
と
同
様
に
‘

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“
の
将
来
を
予
測
す
る
上
で
い
く
つ
か
あ
る
中
か
ら

可
能
性
の
あ
り
そ
う
な
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
取
り
上
け
て
対
比
し
て
み
る
こ
と
に

二
つ
と
も
開
発
途
上
国
で
あ
る
。

こ
ろ
を
知
ら
ず
‘

こ
な
ろ
う
。

．
 

る
こ
と

く
先
進
国
と
比
べ
て
低
い
も
の
で
あ
ろ
う
し
‘
農
村
地
域
の
家
庭
に
生
ま
れ
て
く

開
発
途
上
国
で
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

家
族
の
生
活
水
準
は
恐
ら

ら
な
い
。

な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
‘
運
命
と
は
十
人
十
色
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

な
人
生
を
歩
む
の
か
を
想
定
す
る
場
合
‘
誕
生
自
体
が
く
じ
の
よ
う
に
予
想
出
来

な
予
想
も
出
来
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

さ
て
‘
あ
る
仮
想
卜
の
人
物
か
ど
の
よ
う

比
較
的
確
か

と
し
た
推
測
以
外
に
手
段
は
な
く
、
さ
ら
に
、
未
来
を
図
式
と
し
て
描
く
こ
と
は

”
五

0
億
人

H
の
赤
ち
ゃ
ん
“
の
誕
生
地
や
誕
生
日
を
知
る
に
は

誕
生
す
る
赤
ち
ゃ
ん
を
仮
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

統
計
を
基
盤

ん
の
こ
と
で
は
な
く

一
九
八
七
年
中
に

こ
の
こ
と
を
‘
"
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

世
界
人
口
上
‘

五

0
億
人
目
と
し
て

考
え
て
み
た
い
。

こ
れ
は
実
際
に
五

0
億
人
目
に
生
ま
れ
る
特
定
の
赤
ち
ゃ

味
が
あ
る
の
か
U

の
運
命
を
通
し
て

さ
て II 

今
度
は
個
人
レ
ベ
ル
に
お
い
て
急
速
な
人
口
の
増
加
か
一
体
ど
ん
な
意

「

50
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
」
の
運
命

足
が
広
く
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
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楽
観
的
な
仮
定
の
上
に
立
っ
て
も
、

A
国
の

の

変
化
率
で
は
実
現
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

い
か
も
知
れ
な
い
か
‘
あ
る
い
は
実
現
し
た
と
し
て
も
少
な
く
と
も
仮
定
さ
れ
た

達
成
さ
れ
る
と
い
う
楽
観
的
な
仮
定
の
上
に
立
つ
。

こ
れ
ら
の
仮
定
は
実
現
し
な

特
に

A
国
の
将
来
人
口
は

一
が
二

0
五

0
年
以
前
に

は
次
の
世
代
の
人
口
規
段
か
現
在
の
三
倍
以
上
に
な
る
こ
と
を
泡
味
し
て
い
る
。

率

(
N
R
R
)

さ
れ
よ
う
。

B
国
の
人
口
の
自
然
増
加
率
は
依
然
と
し
て
比
較
的
高

に
は
同
じ
規
桟
の
人
口
に
中
直
き
換
え
ら
れ
る
と
い
う
レ
ベ
ル
に
近
づ
い
て
い
る
。

B
田
は
出
生
率
の
引
ぎ
下
げ
か
す
で
に
か
な
り
進
ん
で
い
る
た
め
‘

A
国
は
そ
の
出
生
率
の
変
化
が
や
っ
と
始
ま
っ

五

0

0
万
で
静
止
し
‘

0
 0

0
万
で
静
止
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

卜
述
の
人
ロ
パ
タ
ー
ン
は
仮
設
的
な
も
の
で
幾
多
の
仮
定
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

純
再
生
産
率

(
N
R
R
)

”
五

0
倍
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

B
国
の
人
口
は
最
終
的
に

A
国
は
一
億

一
は
人
口
が

B
国
の
は
ば
三
倍
の
七
‘
五
二

0
万
に
な
る
一

:
o
:
i
1
0
年
頃
に
達
成

た
は
か
り
の
た
め
、
ま
だ
少
し
時
間
か
必
要
で

A
国
の
純
再
生
産
率

(
N
R
R
)

成
さ
れ
る
可
能
性
が
大
苔
い
岡
。

一
は
こ
の
国
の
人
口
が

五
二

0
万
に
な
る
二

0
0

0
年
に
達

純
再
生
産

人
未
満
で
あ
る
。

純
再
生
産
率

(
N
R
R
)
は
一
、
す
な
わ
ち
各
世
代
か
究
極
的

く
は
あ
る
が
近
年
か
な
り
大
幅
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。

家
族
の
規
校
は
通
常

こ
れ
と
は
対
照
的
に

を
持
っ
て
い
る
。

A
国
で
は
純
再
生
産
率

(
N
R
R
)
は
三
・
孔
て

こ
の
こ
と

か
倍
増
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
国
の
典
邸
的
な
母
親
は
八
人
の
子
供

A
国
の
自
然
増
加
率
は
現
介
年
四
％
以

t
て
あ
り

一
七
•
五
年
ご
と
に
人
口

れ
の
結
果
の
一
部
を
嬰
約
し
て
ホ
し
た
も
の
て
あ
る

1210

加
率
も
適
度
な
水
準
）

を
持
っ
て
い
る
。

表

4
は

L
記
の
パ
ラ
メ
ー
タ
と
そ
れ
ぞ

国

(
B
国
）

は
韓
国
に
似
た
人
ロ
パ
ラ
メ
ー
タ

（
出
牛
率
は
比
較
的
低
く
人
口
増

フ
リ
カ
諸
国
の
複
合
体
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
か
出
米
る
。

そ
の
う
ち
の
一

ア
と
類
似
（
出
生
率
‘

つ
の
国

(
A
国
）

も
う
一

つ
の

人
口
増
加
率
と
も
高
い

し
て
い
て
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア

六

0
万
で
あ
る
。

の
人
ロ
パ
ラ
メ
ー
タ
は
ケ

両
国
と
も
人
口
は
l

九
八
五
年
の
ケ
ニ
ア
の
人
口
規
模

す
な
わ
ち
約
二
‘

゜- 9 -



け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
‘
教
育
の
質
を
改
善
す
る
の
に
困
難
を
極
め
る

7

に
も
な
い
。

A
国
で
は

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

ぎ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が

A
国
の
子
供
た
ち
は
男
女
と
も
そ
の
先
へ
進
め
そ

赤
ち
ゃ
ん
“

こ
れ
ら
の
危
険
を
五
歳
の
年
齢
に
な
る
ま
で
に
乗
り
切
っ
た

”
五

0
億
人
目
の

は
恐
ら
く
学
校
に
入
っ
て
少
な
く
と
も
読
み
書
き
を
晋
う
こ
と
か
で

と
同
じ
就
学
年
齢
の
子

供
た
ち
に
最
低
限
の
教
育
を
与
え
る
た
め
に
必
要
な
資
源
を
悪
戦
苦
闘
し
て
得
な

肖

rし
て
い
る
。

.l 
い
も
の
と
な
ろ
う
。

B
国
で
は
社
会
間
題
と
し
て
の
妊
産
婦
死
亡
は
す
で
に
姿
を

家
族
の
人
数
が
八
人
で
な
く
六
人
で
あ
れ
ば
妊
産
婦
死
亡
率
は
二
五
ー
三

0
％
低

0
万
に
つ
き
二

O
O
I
六

0

0
で
、
農
村
地
域
と
貧
し
い
家
族
の
率
が
最
も
高
い
。

ぬ
可
能
性
は

B
国
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
。

A
国
で
の
妊
産
婦
死
亡
率
は
人
口

A
国
で
出
産
に
関
連
し
た
原
因
で

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

の
母
親
が
死

有
利
で
あ
る
場
合
さ
え
あ
る
。

出
生
の
順
位
の
及
ば
す
影
閤
は
は
る
か
に
少
な
く
、
女
の
子
に
生
ま
れ
る
こ
と
が

女
の
子
あ
る
い
は
三
人
目
以
降
の

f
供
で
あ
る
場
合
は
大
幅
に
低
く
‘

B
国
で
は

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

の
出
生
後
初
期
に
お
け
る
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
は

の
場
合
‘
乳
児
死
亡
の
発
生
す
る
頻
度
は
＿
ニ
ー
ニ

0
％
低
い
。

に
見
ら
れ
る
よ
う
に

二
年
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
子
供
か
生
ま
れ
て
い
る
家
族

こ
な
ろ
う
。

~
一 模
の
家
族
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
と
比
べ
て
よ
り
高
い
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

B
国
の
家
族
の
大
部
分
お
よ
び

A
国
の
中
で
も
比
較
的
裕
福
な
家
族

A
国
の
場
合
‘

て
く
る

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

は
そ
の
幼
少
年
期
を
通
じ
て
‘
よ
り
小
規

か
出
て
く
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

大
家
族
に
も
う
一
人
の
子
供
と
し
て
生
ま
れ

＜
延
び
れ
ば
‘

そ
れ
に
伴
っ
て
母
親
と
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
き
延
び
る
チ
ャ
ン
ス

ま
た
は
そ
れ
以
下
の
間
隔
を
お
い
て
出
産
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

出
産
間
隔
が
長

A
国
の

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“
を
出
産
す
る
こ
と
に
な
る
母
親
は
二
年

の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
。

か
想
定
さ
れ
て
い
る
が

B
国
の
そ
れ
は
依
然
と
し
て
高
く

（
表

4
参
照
）
先
進
国

運
命
は
暗
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

乳
児
死
亡
率
は
低

F
す
る
こ
と
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な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
必
要
な
道
路
‘
灌
漑
、
種
苗
、
道
具
訊
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
の
査
源
か

然
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
か
あ
り
得
る
。

し
か
し
こ
の
土
地
も
食
糧
を

倍
と
な
る
こ
と
か
予
想
さ
れ
る
。

A
国
の
よ
う
な
国
で
は
‘
未
利
用
の
土
地
が
依

急
速
に
増
え
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
て
さ
え
も

二

0
二
五
年
ま
で
に
現
在
の

か
な
り
の
年
数
が
た
た
な
い
と
始
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

非
農
業
部
門
で
の
雇
用
が

で
十
分
な
就
職
機
会
か
あ
る
だ
ろ
う
。

ヽ

し
か
し

産
業
界
や
近
代
的
サ
ー
ビ
ス
部
門

労
働
力
人
口
の
五

0
％
以
下
か
農
業
部
門
に
属
し
、
さ
ら
に
‘
農
業
従
事
者
数
は

B
国
で
は

間
の
就
職
競
争
は
激
烈
を
極
め
る
た
ろ
う
。

B
国
に
比
べ
て
仕
事
が
少
な
い
た
め

こ
す
マ
イ
ナ
ス
の
影
咽
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ど
ん
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
望
み
ど
お
り
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
ど
こ
ろ

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

青
年
と
な
っ
た

A
国
の

と
就
職
先
を
求
め
る
青
年
の
数
が
多
い
た
め
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。

絶
対
数
と
し
て
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

同
じ
年
齢
の
若
者
た
ち
の

A
国
て
は
そ
の
よ
う
な
農
楽
に
従
事
す
る
人
口
の
減
少
は
ニ
―
世
紀
に
入
っ
て

増
産
し
た
り
仕
事
を
提
供
し
た
り
す
る
よ
う
な
利
用
が
出
来
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

“
五

0
億
人

H
の
赤
ち
ゃ
ん
“

は
人
口
問
題
が
引
き
起

で
あ
る
。

に
子
供
た
ち
が
学
校
を
卒
業
す
る
。

他
方
‘

A
国
で
は
男
の
子
か
明
ら
か
に
有
利

差
が
出
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
は
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
国
で
は
男
女
同
様

B
国
の

の
進
学
チ
ャ
ン
ス
が
性
別
に
よ
っ
て
格

こ
と
は

A
国
で
は
大
変
な
苦
労
を
伴
う
こ
と
だ
ろ
う
。

か
更
に
大
学
へ
も
進
む
こ
と
が
出
米
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
る

も
十
分
に
あ
る
た
め
、
有
能
な
青
年
と
な
っ
た

“
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

は

成
長
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
利
点
で
あ
る
。

学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
る
場
所

に
恵
ま
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

B
国
の

口
そ
の
も
の
の
増
加
が
あ
る
た
め
文
盲
総
数
は
増
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

”
h

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

こ
な
ろ
う
。

一

と

は
い
く
つ
か
の
理
由
で
は
る
か
に
好
運

教
育
の
あ
る
両
親
の
も
と
で
少
人
数
の
家
族
の
中
で

仮
に
そ
の
国
が
文
盲
率
の
引
き
下
げ
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
人
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る。

こ
の
早
婚
と
未
婚
の
母
と
い
う
一
―
つ
の
間
題
は
‘

A
川

を

す

で

に

脅

か

し

て

か

ら

f
供

を

産

み

始

め

る

。

未

婚

の

|

代

の

妊

娠

は

ま

す

ま

す

深

刻

な

間

題

で

あ

な
る
。

7 ゚

そ
れ
は
結
婚
で
あ
る
。

A
国

で

の

女

性

は

卜

代

で

嫁

が

さ

れ

、

そ

の

直

後

青
年
期
の
女
性
た
ち
は
‘

A
国

で

は

も

う

つ

の

リ

ス

ク

に

直

面

す

る

こ

と

に

康

が

脅

か

さ

れ

る

た

め

に

生

産

性

は

絶

え

す

低

下

の

一

途

を

た

ど

る

こ

と

と

な

ろ

毎
日
の
関
心
事
と
な
ろ
う
。

そ

し

て

栄

養

不

足

の

結

果

と

し

て

自

分

た

ち

の

健

と
同
じ
間
題
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
。

子

供

た

ち

の

健

康

は

引

き

続

き

親

に

と

っ

て

っ
て
親
と
な
っ
た

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
＂

は

自

分

達

の

親

の

世

代

の

人

々

し

た

が

栄

養

不

足

の

問

題

は

未

解

決

の

ま

ま

続

く

こ

と

に

よ

り

第
二
に
‘

A
国
の

平

均

や

ん

“
 の
全
生
涯
を
通
じ
て
農
業
収
入
が
著
し
く
増
大
す
る
見
通
し
は
な
い
。

収
入
が
上
昇
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

し
か
し
、

A
国

で

は

大

勢

の

人

々

が

土

地

を

者

の

割

合

の

減

少

に

伴

っ

て

平

均

的

な

労

慟

生

産

性

が

増

大

し

ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

B
国

で

は

‘

農

業

従

事

る

青

年

と

な

っ

た

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

は

極

め

て

低

収

人

の

仕

事

に

甘

以
上
の
事
情
か
ら
二
つ
の
不
愉
快
な
結
果
か
生
じ
る
。

第

に

農

業

従

事

者

一

人

当

た

り

の

土

地

仮

に

未

利

用

の

土

地

が

生

廂

の

た

め

に

使

え

る

こ

と

に

な

っ

た

と

し

て

も

‘

の

こ

と

は

せ

い

ぜ

い

不

可

避

の

諸

問

題

の

発

生

を

遅

ら

せ

る

に

す

ぎ

な

い

。

の

農

業

に

従

事

す

る

人

口

は

か

な

り

の

期

間

に

わ

た

っ

て

増

大

し

て

い

く

だ

ろ

う

。

平
等
に
分
配
さ
れ
る
と
し
て
）

も
の
と
者
え
ら
れ
る
。

土
地
の
平
均
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

例
え
は
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
‘

の

平

均

面

積

i

今

世

紀

末

ま

て

は

世

界

の

平

均

を

t
回

る

だ

ろ

う

か

i

は
世

界
の
平
均
を
下
回
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

仕

事

を

求

め

農

業

従

事

者

の

使
っ
て
牒
槃
に
よ
り
生
計
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
”
五

0
億

人

目

の

赤

ち

”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

の
全
生
涯
を
通
じ
て
‘

的

に

見

て

一

人

当

た

り

人

手

出

来

る

食

糧

は

質

量

と

も

に

極

め

て

限

ら

れ

て

い

る

f
供

の

生

存

可

能

性

や

労

働

生

産

性

を

一

層

低

F
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

こ

の

こ

と

は

成

年

に

達

し

た

”
50
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
＂

が

要

求

出

来

る

（
仮
に
A
国 そ
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広
い
視
点
か
ら

例
え
ば
、
小
規
校
家

す
る
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
社
会
的
・
経
済
的
状
況
を
改
善
す
る
幅

A
固
の
例
は
こ
の
よ
う
な
国
が
急
い
で
出
生
率
を
下
げ
る
た
め
の
措
骰
を
採
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
出
来
た
。

上
記
の

B
国
と

A
国
と
の
手
短
か
な
比
較
を
通
じ
て
主
要
な
人
日
学
的
差
異
と

な
町
に
は
働
き
口
の
見
付
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

が

農
村
地
帯
に
は
農
業
を
枯
盤
と
す
る
付
随
的
な
産
業
か
あ
る
し
、
ま
た
小
さ

る
こ
と
は
都
市
で
の
仕
事
と
比
べ
て
そ
れ
は
ど
あ
り
ふ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い

ち
ゃ
ん
“
に
と
っ
て
も
う
―
つ
の
生
活
地
域
を
提
供
し
て
い
る
。

農
業
に
従
事
す

も
っ
と
生
廂
的
で
働
き
甲
斐
も
あ
る
。

同
時
に
農
村
生
活
は

”五

0
億
人
目
の
赤

い
る
。

近
代
的
部
門
の
働
き
口
は
も
っ
と
簡
単
に
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
‘

ま
た

し
て
い
て
、
都
会
生
活
の
た
め
の
必
需
品
を
供
給
出
来
る
時
間
も
資
源
も
持
っ
て

他
方

あ
る
。

か
っ
て
人
口
の
都
市
艇
中
化
が
起
こ
り
、
人
口
問
題
は
都
市
地
域
で
特
に
深
刻
で
し
た

こ
れ
か

せ
の
建
物
が
不
法
占
拠
地
域
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ

住
む
家
に
し
て
も
恐
ら
く
衛
生
設
備
が
悪
く

安
定
し
た
働
ぎ
口
を
見
付
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
非
組
織
部
門
の
中
で
も
低

収
入
の
分
野
で
あ
ま
り
快
適
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
仕
事
で
も
我
慢
し
て
や
っ
て

上
水
道
も
な
く
て
、

そ
れ
で
も
‘

う
な
状
態
の
は
う
が
農
村
地
域
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
し
か
も
知
れ
な
い
。

ら
見
て
も
農
村
が
ど
ん
な
に
貧
し
い
か
よ
く
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

B
国
の
都
市
は

A
固
と
比
べ
て
は
る
か
に
落
ち
沿
い
た
ペ
ー
ス
で
成
長

間
に
合
わ

ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

立
場
を
改
善
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
道
は
依
然
と
し
て
険
し
い
。

も
し
も

都
に
安
住
の
地
を
求
め
よ
う
と
試
み
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
青
年
た
ち
は
自
分
の

と
な
っ
た

"
1
1
0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

は
農
村
地
域
か
ら
脱
出
し
、

A
国
の
首

な
る
。

青
年

い
る
貧
困
と
急
速
な
人
口
増
加
と
い
う
悪
循
環
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に

農
村
地
帯
の
こ
う
い
っ
た
ワ
ナ
に
落
ち
込
む
こ
と
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
‘
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他
方
‘

A
国
の
経
験
か
ら
わ
か
る
通
り
、
五

0
億
の
里
程
標
は
必
ず
し
も
天
国

在
は
は
出
生
―
‘

0
0

0
に
対
し
八

0
て
‘
こ
れ
は
一
七
冊
紀
半
ば
当
時
の
率
の

Ti

分
の
一

で
あ
る
。

た
一
七
世
紀
半
ば
の
推
定
平
均
寿
命
の
三
倍
で
あ
る
。

冊
界
の
乳
児
死
亡
率
は
現

の
平
均
井
命
は
約
六

0
年
（
表

3
参
照

で

こ
れ
は
世
界
人
口
か
五
億
に
達
し

児
死
亡
率
の
低
下
は

「

1
0
億
」
の
人
口
増
加
の
加
速
化
を
も
た
ら
し
た
。

現
在

誇
り
に
思
っ
て
よ
い
理
由
か
い
く
つ
か
あ
る
。

平
均
寿
命
の
画
期
的
な
伸
び
と
乳

世
界
の
人
口
か
五

0
億
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
人
間
は
こ
れ
を

ら
で
あ
る
。

発
途
上
国
に
限
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え

そ
の
影
糊
は
全
世
界
に
及
ん
で
い
る
か

の
紅
義
を
深
く
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

急
速
な
人
口
の
増
加
の
大
部
分
は
開

に
牛
ま
れ
る
子
供
の
場
合
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
国
際
社
会
は
こ
の
こ
と

び
と
祝
福
す
べ
苔
出
来
事
で
あ
る
。

批
界
人
口
か

j
i
0
億
を
超
え
る
一
九
八
七
年

す
べ
て
の
文
化
に
お
い
て
子
供
の
誕
生
は
そ
の
家
族
と
地
域
杜
会
に
と
っ
て
喜

II

人
口
増
加
I

脅
威
か
勝
利
か
？

感
じ
取
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

神
的
に
も
よ
り
豊
か
な
人
間
生
活
を
達
成
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を

ら
な
い
。

人
々
は
皆
、
自
分
た
ち
の
心
の
奥
底
で
、
家
族
計
画
が
物
質
的
に
も
精

•
`
、

C

な
し

最
終
的
に
は
‘
変
晶
は
深
く
個
人
的
レ
ベ
ル
で
起
こ
っ
て
こ
な
く
て
は
な

こ

lL 

る
必
要
か
あ
る
。

都
市
‘
農
村
を
問
わ
ず
‘

て
の
人
々
が
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
‘

ら
の
人
々
す
べ
て
が
家
族
計
画
と
い
う
も
の
を
自
分
た
ち
の
生
活
の
ご
く
普
通
の

一
部
分
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
必
要
で
あ
る
。

小
規
模
家
族
は
‘
家
族
計
画
だ
け
に
よ
る
結
果
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

教
育
程
度
と
も
関
係
な
し
に
‘
す
べ

性
へ
の
影
響
は
大
で
あ
る
。

出
生
率
の
引
苔
下
げ
は
全
人
口
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

族
に
す
る
と
、
そ
の
決
定
は
扉
用
、
教
育
、
保
健
に
影
郷
百
を
与
え
る
し
、
特
に
女
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で
あ
る
。

人
口
の
圧
力
の
犠
牲
と
な
り
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
幾
多
の
杜
会

し
か
し

今
も
な
お
見
ら
れ
る
革
新
の
巾
例
は
明
ら
か
に
成
功
し
た
例
ば
か
り

に
見
ら
れ
る
労
働
躾
約
的
な
農
業
か
そ
う
で
あ
る
。

確
か
に
人
日
の
圧
力
は
革
新
を
刺
激
し
て
き
た
。

例
え
ば
‘
今
日
で
も
ア
ジ
ア

の
種
に
は
な
ら
な
い

゜

、う
‘
 

と
し

題
も
自
動
的
に
自
已
修
正
か
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
人
口
の
圧
力
な
ど
は
心
配

の
才
能
を
持
っ
た
人
々
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

て
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
発
見
や
新
し
い
方
法
を
早
め
て
い
け
る
一
層
多
く

そ
し
て
ど
ん
な
問

の
力
と
才
能
も
増
大
す
る
‘
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

人
口
の
増
加
は
社
会
に
対
し

人
口
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
で
巻
る
。

つ
ま
り

人
口
が
増
え
れ
ば
人
類

す
る
。

こ
の
主
張
に
よ
る
と
、
人
口
増
加
に
よ
っ
て
起
こ
る
い
か
な
る
問
題
も

こ
の
主
張
は
‘
人
口
の
圧
力
と
い
う
も
の
が
革
新
へ
の
力
強
い
刺
激
で
あ
り

の
可
能
性
を
拡
大
す
る
こ
と
で
経
済
開
発
に
寄
与
す
る
。

第
一
の
主
張

ま
た
人
口
の
圧
力
そ
の
も
の
の
お
蔽
で
社
会
は
人
口
増
加
の
も
た
ら
す
諸
問
題
に

対
処
す
る
た
め
の
新
し
い
方
法
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
主
張

手
の
数
が
多
い
ほ
ど
頭
脳
の
数
も
多
い

I

人
口
の
増
加
は
革
新

え
方
、
な
い
し
は
議
論
が
見
ら
れ
る
。

今
日
行
わ
れ
て
い
る
、
急
速
な
人
口
増
加
の
功
罪
に
つ
い
て
三
つ
の
誤
っ
た
考

ぅc f
i
0
億
に
達
し
た
現
在
、
古
く
て
新
し
い
こ
の
論
議
を
再
考
慮
す
る
必
要
か
あ
ろ

つ
い
て
の
論
争
を
開
始
し

こ
の
論
議
は
今
も
な
お
続
い
て
い
る
。

世
界
人
口
が

洪
亮
吉

(
H
u
n
g
L
i
苔
g,C
h
i
)
 
の
二
人
が
人
日
動
態
と
人
間
の
福
祉
と
の
関
係
に

の
大
台
に
達
し
よ
う
と
し
た
頃

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト
マ
ス
・
マ
ル
サ
ス
と
中
国
の

健

福
祉
の
一
般
的
水
準
に
つ
い
て
開
発
途
卜
国
ー
ー
i
B
国
の
よ
う
な
固
で
さ
え

も

i

と
先
進
国
の
間
に
大
答
な
格
差
か
残
っ
て
い
る
（
表

3
参
照
）
。

一
八
軋
紀
の
変
わ
り
目
、
す
な
わ
ち
も
う
少
し
で
軋
界
人
口
が
最
初
の
一

0
億

へ
の
道
標
で
は
な
い
。

今

H
も
依
然
と
し
て
平
均
耕
命

乳
児
死
亡
‘

そ
れ
に
保
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リ
カ
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
沿
い
の
総
谷
地
骨
で
も
、
人
口
の
圧
力
か
活
発
な
農
業
革

川
流
域
の
水
田
地
帯

ナ
イ
ル
川
デ
ル
タ
地
帯
の
殻
物
農
場
、
あ
る
い
は
南
ア
メ

業
諸
国
の
先
頭
に
踊
り
出
た
こ
と
は
、
何
も
偶
然
で
は
な
い
。

一
方
、
ガ
ン
ジ
ス

国
家
群
に
仲
間
入
り
出
来
た
こ
と
と
は
‘

単
な
る
偶
然
の
関
係
で
は
な
い
。

韓
国

も
減
少
も
し
な
い
状
態
）

に
逹
し
て
い
る
が

こ
の
こ
と
と
、
韓
国
が
新
典
工
業

韓
国
で
は

「
人
口
の
憤
き
換
え
水
準
」
（
純
再
生
率
か
一
と
な
っ
て
人
口
か
増
加

-
J
L
七
六
年
）
。

こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
‘
飢
饉
‘

最
後

ン
グ
ド
ゥ

マ

ャ

文

明

の

よ

う

に

は

自

分

た

ち

の

経

験

を

語

る

声

を

す

で

に

持

っ

て

い

な

を
何
度
も
体
験
し
た
。

な
努
力
の
繰
り
返
し
や
苦
痛
が
も
っ
と
少
な
く
て
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
阻
止
す
る
よ
う
な
農
業
慣
行
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
口
の
歴
史
に
つ
い
て
は
一
六
冊
紀
に
遡
る
基
本
的
な
人
口

指
標
を
示
す
一
連
の
完
全
な
統
計
資
料
が
参
考
に
な
る
。

ラ
ン
ド
の
人
口
史
を
見
て
も
人
口
の
圧
力
が
農
業
革
新
に
好
影
響
を
も
た
ら
し
た

(
L
苔
g
u
e
d
o
c
)

の
零
細
農
民
た
ち
の
間
の
、

深
ま
る
貧
困
、

不
平
等
の
増
大
と
い
っ
た
農
業
の
衰
退
が
人
口
の
圧
力
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る

少
数
の
地
主
へ
の
土
地
所
有
の
集
中
‘

は
破
島
的
な
人

u
減
少
を
含
む
懐
滅
的
な
影
糊
を
も
た
ら
し
た
(
L
e
R
o
y
 L
a
d
u
r
i
e
,
 

に
お
い
て
人
口
の
罹
ぎ
換
え
水
準
の
出
生
力
が
達
成
さ
れ
た
の
と
同
時
に
新
興
工

所
得
の

ン
ス
に
つ
い
て
は

！レ

ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
ー

L
e
 R
o
y
 L
a
d
u
r
i
e
 

は

―フ

こ
と
を
立
証
す
る
も
の
は
何
も
な
い

(
W
r
i
g
l
e
y
,
 
一
九
八
一
年
）
。
前
近
代
の
フ
ラ

し
か
し

こ
の
イ
ン
グ

(
C
h
a
o
,
 
一
九
八
六
年
）
。

対
す
る
人
口
の
増
大
圧
力
は
、
高
度
の
文
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
産
業
革
命

起
こ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
中
国
で
は
供
給
の
限
ら
れ
た
土
地
に

い
広
範
囲
の
革
新
へ
の
道
を
ふ
さ
い
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
は
中
国
で
現
に

ヽ

、
7
と

しヽ

lft]
こ

,
J
ー

人
口
の
圧
力
の
結
果
と
し
て
の
調
整
は
‘
出
来
た
か
も
知
れ
な

で
あ
る
。

し
い
諸
方
策
へ
の
移
行
は
‘
も
し
人
口
増
加
を
も
っ
と
抑
制
し
て
お
け
ば

無
駄

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
引
き
出
せ
る
明
ら
か
な
結
論
は
‘

新

、。
し

調
節
を
行
っ
て
成
功
を
収
め
た
社
会
も
最
初
は
悲
惨
な
貧
困
や
苦
難
の
時
期
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議
論
の
核
心
は
‘
要
す
る
に
人
口
増
加
率
と
国
民
一
人
当
た
り
の
所
得
増
加
率

こ
と
は
出
来
な
い
」

一
九
八
六
年
の

National
R
e
s
e
a
r
c
h
 
Council
の
報
告
の
中
に
引
用
）
。
北
ア
フ
リ
カ

の
National
R
e
s
e
a
r
c
h
 
Council
報
告
の
中
で
引
用
）
。

書
ぎ
の
出
来
た
の
は
お
そ
ら

""I
0

0
万
人
以
下
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
…
…
人
間

に
よ
り
多
く
の
才
能
が
輩
出
す
る
と
い
う
考
え
方
は
捨
て
去
る
の
が
一
番
よ
い
。

て
利
用
出
来
る
骰
源
を
ふ
ん
だ
ん
に
持
っ
て
い
る
人
々
に
よ
っ
て
も
た
さ
れ
た
」

も
の
で
あ
る
。こ

れ
ま
で
に
今
日
の
よ
う
な
規
校
と
速
い
ペ
ー
ス
の
人
口
増
加
に
対
処

な
の
で
あ
る
。

第
二
の
主
張

も
し
高
出
生
率
が
経
済
開
発
に
与
え
る
影
靱
が
ゼ
ロ
に
近
い
か
ゼ
ロ
で
あ
る
の

「
家
族
計
画
は
一

で
あ
る

I

そ
れ
は
よ
く
も
悪

つ
の
社
会
の
開
発
度
合
の
目
盛
り
を
そ
れ
程
多
く
押
し
上
げ
る

の
で
あ
る
。

調
す
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
近
の
報
告
に
よ
る
表
現
を
借
り
れ
ば

で
あ
れ
ば
、
社
会
全
体
の
開
発
政
策
の
一
部
と
し
て
小
規
模
家
族
の
推
進
策
を
強

く
も
経
済
開
発
に
は
何
の
影
響
も
与
え
な
い
。

人
口
増
加
は
経
済
的
に

“
中
立
“

率
も
低
い
と
こ
ろ
で
生
じ
て
い
る
。

今
日
、
最
も
重
要
な
革
新
は
、
人
口
の
増
加
が
極
め
て
低
く
出
生

す
る
必
要
の
あ
っ
た
社
会
は
‘
未
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実

ま
た

は
と
ん
ど
の
場
合

革
新
と
い
う
も
の
は
‘
恵
ま
れ
た
環
境
条
件
に
あ
り
‘
そ
し

の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
は
ど
政
治

行
政
‘
企
業

ピ
ア
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
生
ん
だ
英
国
は
‘
当
時
人
口
五

0

0
万
で
あ
っ
た
が
読
み

キ
ー
フ
ィ
ッ
ツ

(
K
e
y
f
i
t
z
,
 
一
九
八
六
年
）
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
「
シ
ェ
ー
ク
ス

技
術
的
進
歩
な
ど
の
諸
分
野

特
で
失
っ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い

(
K
i
r
c
h
n
e
r
,
 
一
九
八
四
年
。

一
九
八
六
年

は
そ
の
牒
業
潜
在
力
の
多
く
の
部
分
を
‘
気
象
の
変
化
と
人
口
圧
力
の
両
者
の
影

の
実
質
貨
金
は
一
八
三

0
年
代
の
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
た

(
K
h
a
n
,
 
―
九
八
四
年
。

五

0
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
後

-
J
L
七
0
年
代
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
農
業

新
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
よ
う
な
形
跡
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

人
口
の
圧
力
が
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加
率
は
よ
り
高
い
。

で
は
一
五
歳
未
満
の
人
口
の
割
合
か
よ
り
少
な
く
‘
ま
た
一
人
当
た
り
の
所
得
増

先
進
国

れ
る
よ
う
に
若
年
齢
人
口
の
割
合
が
極
め
て
高
く
な
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
一
人

の
減
少
と
組
み
合
わ
さ
る
と
多
く
の
開
発
途

L
国
で
見
ら

特
に
乳
児
お
よ
び
児
窟
死
亡
率

（
訳
者
注
・
厚
生
省
の
統
計
に
よ
る
と
一
歳
以
上

一
人
当
た
り
の
所
得
の
年
間
増
加
率

一
九
歳
以
下
を
さ
す
）

当
た
り
の
所
得
増
加
率
が
低
い
状
況
と
も
関
連
し
て
い
る
（
図
4
参
照
）
。

高
出
生
率
が

7
 

図3 一人当たりの所得増加率（対合計特殊出生率）

6-

5-

4-

3-

2-

1-

。

し
は
現
在
の

2
 

ロ中国

熱帯南アメリカロ
その他の東アジア D

ロトルコ
ロ中央アメリカ

o北アフリカ

最
近
な
い

0先進東アジア

金
額
か
減
る
。

南アフリカロ

カリプ海地域ロ
その他の南アフリカロ

0 インド

I 

め
に
使
え
る

的
投
資
の
た

ー

4

の
で
、
生
産

を
伴
わ
な
い

西アフリカロ

中央アフリカロ

I I 
6 

全計特殊出生率

の
に
対
し

斉
シ
ス
テ
ム

・‘、
1す

る
需
要
を

増
大
さ
せ
る

短
期
的
収
益

東アフリカロ

的
支
出
に
対

T
 

8 
出典： Coale 1986 

生
率
は
社
会

の
中
で
高
出

つ
の
経

よ
り
高
い

一
人
当
た
り
所
得
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

(
C
o
a
l
e
,

一
九
八
六
年
）
。

く
る
（
図

3
参
照
）
。

よ
り
低
い
出
生
率
—
_
！
そ
し
て
よ
り
高
い
平
均
寿
命
ー
は

く
出
生
率
に
対
し
て
図
表
に
表
し
て
い
く
と
、
明
確
な
関
係
か
明
ら
か
に
な
っ
て

の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し

一
人
当
た
り
の
所
得
の
増
加
を
総
人
口
の
増
加
で
な

と
の
関
係
は
は
と
ん
ど
な
い
か
ま
た
は
ゼ
ロ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
そ

~18~ 



ア
フ
リ
カ
は
劇
的
な
実
例
を
提
供
し
て
い
る
。

つ
ま
り

無
カ
ロ
リ
ー
品
目
を
除

識
字
率
が
上
昇
し
栄
養
状
態
が
改
善
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘

盲
と
栄
養
不
足
の
人
口
か
逆
に
増
え
て
い
る
の
か
と
い
う
理
由
が
明
確
に
わ
か
る
。

な
ぜ
文

実
に
増
え
て
い
る
た
め
に
‘
依
然
と
し
て
増
加
し
続
け
て
い
る
。

ヽ

＞り

ヽ

こ
の
こ
と
カ

照
）
。

し
か
し
こ
の
年
齢
層
の
人
口
は
‘
出
生
率
が
適
用
さ
れ
る
基
礎
人
口
が
済

地
域
全
体
の

一
五
歳
未
満
の
割
合
と
従
属
人
口
割
合
が
低
下
し
始
め
た

（
表

5
参

開
発
途
上

は
量
よ
り
質
を
取
る
決
定
的
な
選
択
で
あ
る
。

る
か
に
充
実
す
る
。

そ
の
よ
う
な
状
態
で
出
生
率
引
き
下
げ
へ
の
道
を
選
ぶ
こ
と

ま
う
。

教
育

刻
で
あ
る
。

率
お
よ
び
一
五

歳
未
満
の
割
合

ら
で
あ
る
。

保
健
サ
ー
ビ
ス
、

一
部
の
開
発
途
卜
国
で
は
出
生
率
が
次
第
に
低
下
し
て
い
る
た
め
‘

住
居
は

こ
の
従
属
人
口
指
数
が
低
い
ほ
ど
は

こ
の
従
属
人
口
は
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生
き
血
を
吸
い
取
っ
て
し

が
特
に
高
い
か

一
人
当
た
り
の
所
得
の
年
間
増
加
率

7
 

6
 

4
 

3
 

2
 

い
う
の
は
出
生

図4

と

カ
で
は
特
に
深

こ
と
は
ア
フ
リ

5
参
照
）
。
こ
の

り
強
ま
る

（
表

す
る
圧
力
か
よ

慟
力
人
口
に
対

結
果
と
し
て
労

， 
ロ
9口J

し、

と
ヽ

そ
の

人
口
の
割
合
か

満
の
若
い
従
属

域
の

一
五
歳
未

高
出
生
率
地

一人当たりの所得増加率（対15改以下の比i和1

0 先進東アジア

5
 

ロ中国

熱帯南アメリカロ
その他東アジアロ

トルコ 0
ロ中央アメリカ

o北アフリカ

南アフリカ0

カリプ海地域ロ

その他南アジァロ東アフリカロ
インド D

0' 
24 

ロ西アフリカ

中央アフリカ D

28 32 36 40 

15歳未満の人口比率

44 48 

出典： Coale 1986 
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国
は
そ
の
出
生
率
が
低
け
れ
ば
‘
直
面
す
る
間
題
も
少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い

は
す
べ
て
、
出
生
率
が
低
下
す
れ
ば
上
昇
す
る
。

当
然
な
結
論
と
し
て
開
発
途
上

国
民
一
人
当
た
り
利
用
可
能
な
資
本
頷

識
字
率
、
教
育
水
準

九
八
七
年
）
。

(
T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
s
t
,
 
一

こ
の
両
国
間
の
経
済
格
差
は
広
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
訳
で
あ
る

し
て
し
ま
い

投
資
に
当
て
ら
れ
る
金
は
少
額
し
か
残
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
両
国
の
一
人
当
た
り

G
N
P
は
‘
プ
ラ
ジ
ル
が

｝レ
ヽ
六

0
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
民
総
生
産

(
G
N
P
)
は
国
民
一
人
に
つ
き
九

0

0
ド

高
い
出
生
率
が
い
か
に
経
済
的
福
祉
に
影
牌
す
る
か
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。

九

ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
経
済
成
長
率
が
高
い
場
合
で
さ
え
も

額
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
九
八
六
年
）
。

し
て
い
る
。

も
し
高
出
生
率
が
続
け
ば

二

0
一
五
年
か
ら
二

0
二

0
年
ま
で
の

ぱ
三
分
の
一
を
教
育
、
保
健

都
市
地
域
の
住
宅
建
設
に
費

人
口
増
加
率
の
最
も
高
い
ケ
ニ
ア
が
よ
い
見
本
だ
。

ケ
ニ
ア
は
政
府
総
予
算
の
は

出
牛
平
か
高
く
‘
ま
す
ま
す
多
く
の
金
を
生
活
必
需
品
の
た
め
に
支
出
せ
さ
る

よ
っ
て
文
盲
と
栄
養
不
足
の
人
間
の
総
数
は
減
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

P
r
e
s
s
,
 

人
間
の
苦
し
み
は
数
字
を
い
じ
っ
た
と
こ
ろ
で
消
し
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

だ
が
出
生
率
の
低
下
に
加
え
て
賢
明
な
社
会
経
済
開
発
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に

を
得
な
い
国
の
政
府
に
投
資
の
た
め
に
残
さ
れ
た
資
金
は
少
な
い
。

期
間
に
わ
た
り
現
在
の
水
準
を
維
持
す
る
だ
け
の
た
め
に
九
倍
に
当
た
る
総
支
出

こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
一
、
四

0

0
ド
ル
だ
っ
た
。
一
九
六

0
年
か
ら
一
九
八

五
年
ま
で
の
二

Ji
年
間
に
プ
ラ
ジ
ル
の

G
N
P
の
伸
び
は
一
年
当
た
り
平
均
五
ー

1
0
 ％だ
っ
た
。

そ
の
結
果
‘

農
村
地
帯
の
給
水
‘

(
W
o
r
l
d
 R
e
s
o
u
r
c
e
s
,
 

労
働
生
産
性
‘

現
在
世
界
で

0
 0

0
ド
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
日
本
は
プ
ラ
ジ
ル
同
様
高
い
平
均

増
加
な
が
ら
現
在
の
一
人
当
た
り

G
N
P
は
約
一
万
六
‘

0
0

0
ド
ル
で
あ
る
。
日

本
よ
り
は
る
か
に
高
い
出
生
率
が
自
国
の
経
済
拡
大
の
果
実
の
多
く
を
食
い
つ
く

一
九
八
七
年
）
。

当
た
り
の
食
料
生
産
は
、
現
在
一

0
年
前
の
そ
れ
を
約

-
％
下
回
っ
て
い
る

い
た
食
料
生
産
が
約
二

0
％
増
え
て
い
る
と
い
う
の
に
‘
ア
フ
リ
カ
の
人
ロ
一
人
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こ
の
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
原
理
が
認
め
ら
れ
て
く
る
と
、
自
然
は
無
料
で
自
由
に

ル
キ
ー
か
多
け
れ
ば
多
い
程

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
効
果
が
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
。

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ネ
ル
ギ
ー
を
拘
束
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ヤ
ー
に
‘
し
か
も
継
続
的
に
変
え
て
し
ま
う
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
拘
束
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

文
明
の
本
質
と
は
、
自
由
な
工

れ
る
と
宇
宙
空
間
に
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
。

あ
り

い
ろ
い
ろ
な
形
態
で
利
用
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

だ
が
ひ
と
た
び
使
用
さ

で
あ
る

(
G
e
o
r
g
e
s
c
u
 ,
 
R
o
e
g
e
n
,
 
―
九
七
六
年
）

1210

必
要
な
こ
と
は
た
だ
ひ
と
つ
。

つ
ま
り

な
実
例
で
立
証
す
る
必
要
は
な
い
。

そ
の
脅
威
を
一
般
的
な
表
現
で
示
す
に
は

証
す
る
に
は

あ
る
い
は
気
象
変
化
な
ど
の
特
定

ま
た
は
社
会
組
織
が
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
資
源
の
枯
渇
や
環
境
の
破
壊
を
招
く

こ
と
が
な
い
よ
う
に
保
証
す
る
と
い
う
よ
う
な
予
言
も
行
わ
れ
て
き
た
。

過
度
な
人
口
増
加
が
自
然
と
人
間
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
妨
げ
る
と
い
う
こ
と
を
立

環
境
汚
染
‘

天
然
資
源
枯
渇
、

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
原
理
‘

ル
キ
ー
か
ら
拘
束
さ
れ
た
エ
ネ
ル
キ
ー
ヘ
の
不
可
逆
的
悪
化
」

本
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
由
、
す
な
わ
ち
人
類
が
い
つ
で
も
利
用
出
来
る
状
態
に

そ
の
結
果
、

「
自
由
な
エ
ネ

を
引
用
す
る
こ
と

今
ま
で
自
由
で
あ
っ
た

過
度
な
人
口
増
加
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
こ
の

様
な
場
合
で
あ
る
。
人
口
か
大
き
け
れ
ば
大
き
い
程
、
そ
し
て
そ
の
使
用
す
る
エ
ネ

を
引
苔
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

確
実
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
双
方
の
予
言
が
特
殊
な
例
か
ら
一
般
的
な
結
論

両
方
の
予
言
に
重
大
な
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
‘
尺
度
の
問
題
や
諸
原
因
が
不

る。

他
方

す
ぎ
て
き
た
。

永
遠
の
好
景
気
が
も
う
目
前
だ
と
か
‘

n

ヽ

る

と

カ

世
界
的
飢
饉
か
す
で
に
真
近
い
と
か
‘
資
源
が
間
も
な
く
枯
渇
す

自
然
の
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
を
与
え
な
い
。

第
三
の
主
張

人
口
増
加
は
環
境
と
は

う
こ
と
で
あ
る
。

“
無
関
係
“

で

あ

る

そ

れ

は

人

間

と

人
間
の
数
と
自
然
と
の
間
の
複
雑
な
関
係
は
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
単
純
化
さ
れ

環
境
の
悪
化
が
人
間
の
生
存
を
脅
か
し
て
い
る
な
ど
の
予
言
が
聞
か
れ

市
場
と
価
格
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
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ス
の
効
果
を
持
つ
（
図
5
参
照
）
。

こ
の
図
は
す
べ
て
を
表
現
し
て
は
い
な
い
か

農
地
と
燃
料
木
材
に
対
す
る
需
要
の
増
大
は
‘
人
口
と
環
境
の
両

Jj
に
マ
イ
ナ

大
き
か
っ
た
。

に
あ
っ
た
。

表

6
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

上
昇
し
た
結
果
だ
が

こ
の
上
昇
の
原
因
は
も
っ
ぱ
ら
人
口
増
加
の
急
速
な
国
々

に
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
一

JL
五

0
年
代
の
終
わ
り
に
約
四
一
％
だ
っ
た
も
の
が

世
界
中
で
生
産
さ
れ
る
木
材
の
総
数
の
少
な
く
と
も
五
四
％
は
現
在
薪
や
木
炭

ず
れ
も
か
人
口
増
加
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

森
林
伐
採
は
‘
農
地
お
よ
び
燃
料
木
材
の
需
要
の
増
加
の
結
果
で
あ
る
。

そ
の
い

な
い
し
二
十
分
の
一
し
か
新
た
に
植
林
し
て
い
な
い
。

は
不
可
能
だ
が

推
定
に
よ
れ
ば
開
発
途
上
国
で
は
使
用
す
る
樹
木
の
十
分
の

森
林
伐
採
の
正
確
な
範
囲
を
測
る
こ
と

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
現
在
お
よ
び
未
来
の
世
代
の
た
め
に
保
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば

こ
の
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
二
つ
の
実
例
、
す
な
わ
ち
森
林

不
適
当
な
技
術
、

こ
の
問
題
を
総
合

森
林
伐
採
は
世
界
で
最
も
差
し
迫
っ
た
土
地
利
用
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
(
W
o
r
‘

L

＼
六
年
）
。

Id 
R
e
s
o
u
r
c
e
s
 Institute, 
I

）

J
 

こ
れ
ら
開
発
途
上
国
で
の

世
界
の
木
材
の
総
生
産
贔
の
う
ち
薪
や

木
炭
に
使
わ
れ
た
量
の
割
合
は
先
進
国
よ
り
も
開
発
途
上
国
の
ほ
う
が
は
る
か
に

そ
の
需
要
は
よ
り
人
口
密
度
の
高
い
開
発
途
上
国
で
特
に
大
き
い
。

人
口
の
圧
力
か
杜
会
や
個
人
に
与
え
得
る
損
傷
の
範
囲
が
あ
る
程
度
は
理
解
出
来

森
林
伐
採

は
い
ろ
い
ろ
な
厘
要
な
要
囚
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

な
土
地
管
理
‘
貧
困
と
い
っ
た
問
題
も
検
討
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

人
口
増
加

的
に
取
り
扱
う
に
は

不
十
分
に
定
義
さ
れ
た
所
有
権
、
粗
末

問
題
に
ど
の
程
度
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
表
す
数
字
も
な
い
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
人
口
増
加
は
唯
一
の
元
凶
で
は
な
く
‘

そ
れ
が
上
記
二
つ
の

伐
採
と
種
の
絶
滅
の
問
題
を
選
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

な
ら
な
い
重
大
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
田
。

か
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
く
る
。

現
代
の
人
は

無
料
の
利
用
可
能

利
用
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
我
々
の
使
い
捨
て
社
会
に
巨
大
な
費
用
が
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固
辺
に
梵
廃
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

（
ブ
ル
キ
ナ

（
エ
チ
オ
ピ
ア
）

(
W
o
r
l
d
 B
苔
k
,

ゞ

へ

ワ
カ
ド
ー
ク
ー

フ
ァ
ソ
）
、

ニ
ア
メ
（
ニ
ジ
ェ
ー
ル
）

の
各
都
市
の

な
っ
た

一
九
八
四
年
）
。

森
林
伐
採
は
タ
カ
ー
ル

（
セ
ネ
ガ
ル

ノゞ

で
は
一
九
七

0
年
代
の
間
に
燃
料
木
材
の
価
格
は
一

0
倍
に

材
を
買
う
た
め
に
必
要
な
費
用
か
ま
す
ま
す
増
え
る
一
方
で
あ
る
。

ア
ジ
ス
ア
ベ

品
不
足
が
価
格
を
押
し
上
げ
る
の
に
伴
い

都
市
地
域
の
家
庭
で
は
‘
燃
料
木

る。

図5 人口圧力と燃料木材／農業用地の
需要との関係

燃料木材の需要増大

燃料木材不足

都市での燃料木材価格

の高浅

農村地域での子供およ
び女性による薪捜しが 下痢性疾患の増加と付

り重労働になる T随した乳
率の増加

水や食穫が十分に加

また1,料理できない
十分な煮炊きを必要と

牛糞、葉草、小枝を
←する新タイプの食穫の

燃料として代用
導入が困難となる

人口圧力 （消極的フィードパック）

足不水降

的

で

て

屋
し
水
化

率効の

降

悪
一地の
が

水

下

量

水

貯

低

同

洪

化

と

の

と

も

。

漠

漑

用

年

え

る

砂

灌

活

例

さ

く

ヰ
A

↓

伐

年

に

林

毎

道

森

が

る

。

と

口

れ

る

れ

人

わ

な

崩

の

ま

に

地

（

み

と

な

多

に

こ

烈

り

水

む

猛

採

よ

洪

住
↓
 

ま
る

頁

」領
令
の

の

ま

れ
地

い

さ

低

な

化

界

こ

の

期

水

t
 
っ

術

短

分

沿

技

が

の

こ

大

な

地

帯

ー

増

当

閑

地

J
 
河

有

要

適

休

岳山
有A

』
帽
ー
—
ょ

地用業農

出生率及び土地の
生産性の低下

（消極的フィードパック）

出典： Mertens 1986 
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さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

十
分
な
査
料
は
ま
だ
な
い
か

ア
ジ
ア
と
ア

そ
こ
で
は
鳥
類
三
‘
八
―
二
種
の

-
％
‘
哺
乳
類
一
‘
二
三
四
種
の

に
お
け
る
人
的
保
護
の
重
要
性
は
近
年
大
幅
に
増
大
し
た
。

種
の
生
存
に
対
す
る

森
林
伐
採
の
ひ
と
つ
の
結
果
と
し
て
‘

や
子
供
た
ち
か
こ
れ
ま
で
以
上
に
長
時
間
を
薪
艇
め
に
費
や
ず
こ
と
に
な
っ
た
。

中
に
は
毎

H
温
か
い
食
事
を
作
る
こ
と
か
出
来
な
く
な
っ
た
地
域
も
あ
る
。

ん
ど
の
主
食
、

高
が
一
五
％
減
っ
た

(
W
o
r
l
d
B
a
n
k
,
 
一
九
八
四
年
／
W
o
r
l
d
 R
e
s
o
u
r
c
e
s
 Institute, 

：
九
八
六
年
の
報
告
の
中
で
引
用
）
。
こ
の
よ
う
な
代
替
物
は
木
片
は
ど
効
果
は
な

さ
ら
に
救
炊
き
を
必
要
と
す
る
大
豆
の
よ
う
な
新
し
い
種
類
の
食
品
の
導
入

＂
ヽ

こ
れ
ま
て

竹
威
が
お
そ
ら
く
最
も
明
確
に
資
料
化
さ
れ
て
い
る
の
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
地

域
で
あ
る
。

-
％
、
そ
れ
に
爬
虫
類
二
‘
四
―

0
種
の
五
％
か
い
ず
れ
も
絶
滅
の
竹
威
に
さ
ら

フ
リ
カ
の
熱
帯
地
域
で
は
種
の
絶
滅
は
ま
す
ま
す
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
ぎ
て
い

種
の
絶
滅
は
自
然
に
起
こ
っ
た
。

だ
が
種
の
生
存
に
対
す
る
脅
威

ources, 1
 

JL
八
六
年
）
。

こ
れ
ら
地
域
の
大
部
分
は
開
発
途
上
国
に
あ
る
。

半
数
が
繁
茂
し
て
い
る
高
湿
の
巨
大
な
熱
帯
林
に
集
中
し
て
い
る

(
W
o
r
l
d
 R
e
s
'
 

す
べ
て
の
種
の
約
三
分
の
二
は
熱
帯
に
集
中
し
、
そ
し
て
特
に
現
存
す
る
種
の
約

失
っ
て
い
く
と
い
う

(
K
a
u
f
m
a
n
―
九
八
六
年
）
。

匪
界
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る

あ
る
予
測
に
よ
る
と

―
1
0
0
0
年
ま
で
に
世
界
は
毎
日
一

0

0
種
ず
つ
種
を

種
の
絶
滅

を
妨
げ
て
い
る
。

＜
 

7

こ
と
に
な
る
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
下
肥
を
燃
料
に
使
う
結
果
と
し
て
穀
物
の
出
来

小
枝
な
ど
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し

こ
れ
は
土
壌
か
ら
肥
料
を
奪

燃
料
木
材
の
不
足
を
補
う
た
め
に
‘

住
民
は
乾
燥
し
た
糞
‘
穀
物
の
残
り

草

す
る
こ
と
に
な
る
。

不
足
で
難
し
く
な
っ
た
た
め
に
病
気
が
増
え

乳
児
お
よ
び
児
童
死
亡
率
が
上
昇

ら
れ
な
い
た
め
‘
深
刻
な
影
郷
古
か
あ
る
。

飲
料
水
を
煮
沸
す
る
こ
と
か
燃
料
木
材

例
え
ば
、
米
、
小
麦
‘
キ
ャ
ッ
サ
バ
な
ど
は
料
理
し
な
い
と
食
べ

農
村
地
幣
の
貧
し
い
人
々

千
6

と

•J 

特
に
女
性
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か
を
必
ず
し
も
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

だ
ヵゞ

人
口
の
増
加
が
緩
慢
で
あ

て
い
る
現
存
す
る
種
の
総
数
に
つ
い
て
の
推
定
は
極
め
て
ま
ち
ま
ち
だ
と
い
う
点

答
で
あ
る
。

「
有
用
性
」

鴛
く
へ
き
つ
な
か
り
を
持
っ
た
複
雑
極
ま
る
相
関
関
係
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
か
強
靱
で
復
尤
力
に
窟
ん
で
い
る
こ
と
を
我
々
は
よ
く
知
っ
て
い

る

ま

で

仮

に

明

ら

か

に

な

り

得

た

と

し

て

も

慎

爪

第

一

を

心

が

け

る

べ

我
々
は
エ
ネ
ル
ヤ
ー
と
環
境
に
対
し
て
人
口
か
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

る。

だ

か

ど
の
程
度
ま
で
の
負
荷
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

こ
れ
か
明
ら
か
に
な

を
下
す
べ
苔
で
な
い
こ
と
を
自
ら
戒
め
る
必
要
が
あ
る
。

自
然
の
バ
ラ
ン
ス
は

る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
人
間
は
各
種
の

に
つ
い
て
早
ま
っ
た
判
断

で
あ
る
。

種
の
数
‘
範
囲
、
そ
し
て
種
相
互
間
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
無
知
で
あ

だ

H
か
洩
く
‘
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
種
が
無
数
に
あ
り

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ

最
後
に
名
え
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
は
‘
種
の
絶
滅
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま

っ
て
遺
伝

f
的
特
徴
を
種
か
ら
種
へ
移
転
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

の
吏
際
的
応
用
を
提
案
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

生
命
工
学
の
発
達
に
よ

識
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘
我
々
は
一
般
生
態
理
論
を
知
る
こ
と
が
出
米
、

多
く

益
だ
と
は
決
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

種
の
棲
息
地
や
相
互
作
用
に
つ
い
て
の
知

ら
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
‘
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
人
間
に
と
っ
て
永
久
に
無

い
え
る
。

さ
ら
に
、
種
の
多
く
は
人
間
に
直
接
役
立
つ
も
の
と
し
て
必
ず
し
も
知

る
尊
敬
の
態
度
こ
そ
人
間
の
永
続
す
る
倫
理
に
不

nJ
欠
な
部
分
だ
と
い
う
こ
と
か

こ
れ
は
極
め
て
近
視
眼
的
な
見
方
で
あ
る
。

ま
ず
、
地
球
か
ら
の
贈
り
物
に
対
す

い
レ
ベ
ル
の
文
明
へ
の
移
行
に
伴
い

必
然
的
に
起
こ
る
現
象
だ
と
い
う
。

だ

が

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
論
議
に
よ
る
と
、
種
の
絶
滅
は
‘
人
間
が
よ
り
高

そ
の
生
存
か
深
刻
な
竹
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

(
R
a
v
e
n
,
 1

九
八
四
年
）
。

か
な
森
林
も
高
い
人
口
増
加
に
よ
り
絶
滅
寸
前
と
な
っ
て
い
る
。

一1
、
0
0
0
種
の
植
物
（
う
ち
七
‘

0
0

0
種
は
こ
の
島
に
し
か
な
い
）

の
多
く
は

た
か
‘
今
で
は
わ
ず
か
七
％
し
か
自
然
の
森
林
は

る。

例
え
ば
マ
タ
ガ
ス
カ
ル
は

残
っ
て
お
ら
ず
‘こ

の
国
の
一
ガ

そ
の
わ
ず

昔
‘
島
の
は
と
ん
ど
が
森
林
で
お
お
わ
れ
て
い
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人
口
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
解
決
法
が
必
要
で
あ
る
。

会
全
体
に
か
か
わ
り
を
持
つ
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

こ
の
よ
う
に
人
口
間
題
は
国
際
社

務
の
利
子
支
払
い
や
返
済
不
能
‘

あ
る
い
は
杜
会
的
混
乱
な
ど
が
人
口
の
圧
力
に

例
え
ば
環
境
の
損
傷
、
対
外
債

そ
れ
は
例
え
ば
貧
困
と
人
口
圧
力
と
に
よ
り
、
”
五

0
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
“

族
が
仕
事
を
求
め
て
開
発
途
上
国
か
ら
先
進
国
へ
移
住
す
る
の
を
余
儀
な
く
さ
せ

る
場
合
で
あ
る
。

先
進
国
へ
の
間
接
的
な
影
閻
‘

「
人
口
問
題
」
の
解
決

の
家

開
発
途
上
国
で
の
人
口
増
加
は
先
進
国
に
直
接
の
影
糊
を
及
ば
す
こ
と
か
あ
る
。

人
口
問
題
は
‘
そ
れ
が
ど
こ
に
発
生
し
よ
う
と
‘
全
世
界
の
関
心
事
で
あ
る
。

持
っ
て
い
る
。

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
多
く
は
人
口
増
加
の
速
度
を
落
と
す
こ
と
に
関
心
を

福
祉
、
経
済
開
発
の
一
般
戦
略
の
主
要
部
分
と
し
て
受
け
入

え
方
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
諸
国
は
最
近
‘

人
口
問
題

ま
た
そ
れ
と
の
取
り
組
み
も

優
れ
た
科
学
的
分
析
と
日
常
体
験
を
通
じ
て
、
我
々
は
社
会
を
確
立
す
る
基
盤

人
口
増
加
を
抑
え
る
政
策
の
成
否
も
同
様
に
政
治
哲
学
に
は
左
右
さ
れ
な
い
。

イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
経
済
・
政
治
体
制
が
大
き
く
異
な
る
国
々
は
‘

ま
す
ま
す
多
く
の
カ
リ
プ
海
お
よ
び
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
も
今
で
は
こ
の
考

へ
の
介
入
を
保
健
‘

き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
と
倍
じ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
は
と
ん
ど
の
国
々

そ
し
て

加
が
開
発
の
面
で
、
そ
し
て
ひ
い
て
は
人
間
の
椙
祉
の
面
で
、
深
刻
な
問
題
を
引

活
発
な
人
口
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
は
す
べ
て
過
度
な
人
口
増

そ
れ
ぞ
れ

は
関
係
な
く
い
ず
れ
も
有
効
な
人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
っ
て
い
る
。

オ
ロ
ギ
ー
は
は
と
ん
ど
問
題
で
は
な
い
。

開
発
途
上
国
は
今
日
、

政
治
的
意
見
と

と
な
る
重
要
な
洞
察
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

人
口
問
題
に
関
す
る
限
り
、
イ
デ

w
結

論

一
層
う
ま
く
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

れ
ば
そ
れ
だ
け
生
態
上
の
環
境
問
題
の
数
は
減
り
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る
支
援
は
戦
略
的
に
重
要
と
な
る
。

そ
の
政
策
状
態
や
杜
会
構
造
の
い
か
ん
を
問

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
に
、
各
国
で
の
出
生
率
引
き
下
げ
政
策
の
成
功
と

い
場
合

こ
れ
ら
の
国
々
は
人
口
の

”
ワ
ナ
“

に
は
ま
り
込
ん
で
逃
れ
ら
れ
な
く

こ
の
よ
う
に

何
の
変
化
も
生
じ
な

す
た
め
の
試
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
‘

し
か
し

過
度
な
人
口
増
加
率
を
落
と

る。

人
口
問
題

風
土
に
依
存
す
る
。

地
位
の
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
‘
教
育

そ
し
て
有
利
な
社
会
的

よ
り
小
規
模
の
家
族
を
持
と
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
自
由
は
法
的

選
択
を
現
実
の
も
の
に
す
る
経
済
的
・
社
会
的
自
由
を
持
つ
女
性
は

に
対
し
て
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

総
合
的
か
つ
明
確
な
対
応
が

他
の
開
発
政
策
と
密
接
に
結
ぴ
つ
い
て
人
口
問
題

し
‘
解
決
が
有
効
で
持
続
的
で
あ
る
の
は
‘

B
国
の
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に

の
多
く
の
分
野
や
い
ろ
い
ろ
な
政
策
の
中
で
の
協
調
行
動
が
必
要
で
あ
る
。

ヽ

し
カ

の
諸
問
題
と
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
開
発

開
発
と
人
口
問
題
は
‘

と
伯
じ
て
い
る
。

在

文
化

政
治
権
力
‘

は
開
発
と
か
‘
貧
困
の
解
消
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
多
く
の
政
府
は
現

急
速
な
人
口
増
加
や
そ
の
他
の
人
口
問
題
が
開
発
や
貧
困
解
消
を
遅
ら
せ
る

特
に
女
性
の
役
割
と
地
位
は
人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
成
功
さ
せ
る
上
で
極
め
て
重

要
で
あ
る
。

人
口
増
加
率
の
高
い
国
々
で
は
出
生
率
の
低
下
は
今
後
と
も
極
め
て
重
要
で
あ

開
発
途
上
国
で
の
人
口
増
加
は
速
度
を
落
と
し
は
じ
め
て
い
る
。

専
門
家
が
二

0
年
前
に
あ
え
て
予
測
し
な
か
っ
た
は
ど
急
激
に
出
生
率
が
低
下
し

た
国
も
あ
る
。

第
二
に
‘

今
日
も
な
お
‘

人
間
の
考
え
方
‘

雇
用
機
会
‘

そ
の
よ
う
な
国
で
も
‘

社
会
構
造
な
ど

経
済
開
発
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
直
ち
に
高
い
出
生
率
引
き
下
げ
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

高
い
出
生
率
レ
ベ
ル
の
多
数
の
国
々
で
は
急
速
に
そ
れ
が
低
下
す
る
兆

し
は
は
と
ん
ど
な
い
か
全
く
ゼ
ロ
で
あ
る
。

新
た
な
政
策
か
引
き
続
苔
必
要
と
さ
れ
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で

計
画
性
の
あ
る
人
口
政
策
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
政
府
お
よ
び
民
間
双
方
に
よ
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私
は
溜
息
ま
じ
り
に
こ
ん
な
こ
と
を
つ
ぶ
や
く
こ
と
だ
ろ
う
。

「
い
つ
か

こ
れ
か
ら
長
い
年
月
を
経
た
あ
る
日
の
こ
と

こ
ん
な
も
の
を
害
い
て
み
た
。

卜

ゞヽノ

フ
ロ
ス
ト

ロ

る。

こ
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か

そ

の

選

択

の

仕

方

を

教

え

て

く

れ

る

の

は

深

い

個

生

率

の

低

下

か

遅

れ

す

ぎ

て

、

悲

惨

な

状

況

を

も

た

ら

す

こ

と

に

通

じ

る

道

で

あ

そ
れ
は
後
に
続
く
恨
代
の
安
全
を
守
る
未
来
へ
の
道
で
あ
る
。

ヽ

も
う
―
つ
は

廿，＇ 

、
`
o
_V 

進
路
は
二
つ
。

そ
の

つ
は
自
然
と
人
間
と
の
ハ
ラ
ン
ス
を
者
え
る
道
で

る
人
間
感
情
な
の
て
あ
る
。

1
0
億
単
位
の

h

0
億

以

後

の

進

路

を

決

め

る

の

は

偶

然

で

も

な

け

れ

ば

厳

し

い

宿

命

で

も

な

人
的
動
機
付
け
と
強
い
政
治
的
意
志
の
両
方
を
合
わ
せ
た
決
意
だ
け
で
あ
る
。

(
R
o
b
e
r
t
 
F
r
o
s
t
)
の
詩
の
一
節
の
文
句
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て

の
た
め
の
生
産
的
投
資
に
も
っ
と
努
力
を
傾
注
出
来
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し

い

発

明

の

恩

恵

を

よ

り

大

き

く

受

け

た

で

あ

ろ

う

し

‘

ま

た

各

国

政

府

は

開

発

間

違

い

な

く

も

っ

と

扱

い

や

す

か

っ

た

で

あ

ろ

う

し

一
般
大
衆
は
全
般
的
に
新

か
よ
り
低
く
、
人
口
増
加
の
ペ
ー
ス
か
も
っ
と
遅
か
っ
た
ら

環
境
の
諸
問
題
は

か
っ
た
ら
人
類
の
運
命
は
も
っ
と
明
る
い
も
の
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

出

生

率

人

LJ
増

加

と

い

う

条

件

の

下

で

行

わ

れ

て

ぎ

た

が

そ
の
増
加
速
度
か
も
っ
と
遅

開

発

途

上

国

の

経

験

か

ら

わ

か

る

よ

う

に

‘

今

ま

で

開

発

は

入

れ

る

こ

と

を

妨

け

る

お

そ

れ

の

あ

る

京

教

的

‘

文

化

的

、

そ

の

他

の

血

に

お

け

権

へ

の

配

慮

に

と

ど

ま

ら

ず

こ
の
小
規
段
家
族
と
い
う
考
え
方
を
心
か
ら
受
け

か
必
要
だ
と
す
る
名
え
方
を
自
発
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
け
か
、

を
小
さ
く
し
よ
う
と
す
る
国
と
し
て
の
努
力
を
成
功
に
導
く
保
証
で
あ
る
。

か
っ
て
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
考
慮
に
人
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
‘

た
だ
単
に
人
し
た

家

族

の

規

校

験

か

ら

わ

か

る

こ

と

は

‘

家

族

と

い

う

も

の

は

出

米

る

だ

け

少

人

数

で

あ

る

こ

と

い
る
。

選
択
は
個
人
か
行
う
も
の
で

又
土糸

家

族

計

画

は

今

日

、

多

く

の

男

女

が

実

行

し

て

お

り

‘

そ

の

数

は

増

え

続

け

て

す

べ

て

の

開

発

途

上

国

の

政

府

は

今

や

低

い

人

口

増

加

を

目

指

す

介

入

が

開
発
目
的
逹
成
に
役
立
つ
と
い
う
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
と
も
そ
う
て
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

わ
ず
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そ

し

て

こ

の

選

択

の

結

果

大

き

な

違

い

か

生

じ

た

の

だ

っ

た

。

」

〔
用
語
説
明
〕

合
計
特
殊
出
生
率

(Total
Fertility 
Rate. 
T
F
R
)
 
:
 
1

現
在
の
年
齢
別
出
生
率
水
準
が

そ
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
に
推
移
し
た
場
合
‘
一
人
の
母
親
が
そ
の
再
生
産
年
齢
に
あ
る
期
間
中

に
産
む
て
あ
ろ
う
子
供
の
総
数
。

純
再
生
産
率

(
N
e
t
R
e
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
Rate, 
N
R
R
)
 
:
 出
生
率
と
死
亡
率
の
不
変
と
い

う
条
件
の
下
で
続
く
各
世
代
か
置
き
換
え
ら
れ
る
そ
の
度
合
。

〔
脚
注
〕

り
こ
の
章
に
出
て
く
る
数
字
の
は
と
ん
ど
は
一
九
八
六
年
の
国
連
調
壺
か
ら
の
も
の
。
そ

れ
が
未
来
に
言
及
す
る
時
は
、
そ
の
数
字
は
中
位
推
計
値
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
推

計
は
出
生
率
、
死
亡
率
、
移
動
の
中
位
仮
定
に
俵
づ
い
て
い
る
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
べ
き

は
‘
こ
れ
ら
の
数
字
を
使
用
し
た
こ
と
は
そ
れ
が
最
も
可
能
性
の
高
い
結
果
で
あ
る
こ
と
を

昭
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
の
数
字
は
全
く
こ
れ
ら
の
数
字
と
異
な
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
も
し
慎
重
に
解
釈
さ
れ
た
な
ら
ば
‘
こ
れ
ら
の
数
字
は
そ
れ
で
も
な
お
将
来
ど
の

よ
う
に
な
る
か
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
示
唆
は
与
え
て
く
れ
る
。

切

A
国
と
B
国
の
人
口
推
計
は
「
冊
界
銀
行
」
の
資
料
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

(Vu,
I
 

九
八
五
年
）
。

A
国
の
人
口
推
計
か
ら
恐
ら
く
引
き
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
結
論
に
つ
い
て
は
‘

我
々
は
世
界
銀
行
の
一
九
八
六
年
の
資
料
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。

⑱
現
実
に
は
‘
こ
の
報
告
の
前
の
方
の
部
分
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
出
生
率
は
韓
国
に
お

い
て
は
世
界
銀
行
の
推
計
よ
り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
低
下
し
た
。
韓
国
は
す
で
に
純
再
生
産
率

(
N
R
R
)

一
を
達
成
し
て
い
る
。

い
ェ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
原
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
た
こ
と
は
‘
こ
の
原
理
を
支
持
す

る
文
献
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
主
張
を
是
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

、。

我

々

は

ひ

と

つ

の

道

を

選

ん

だ

我

々

は

昔

森

の

中

で

ふ

た

つ

に

分

か

れ

る

道

が

あ

っ

た

。

そ
の
時
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表3 平均寿命と乳児死亡率ならぴに人口増加の推移

世界し

人口 到達年 平均紆命（歳） 孔児死亡半('}{")
... 

30億 1960 496 135 

40億 1974 56.3 95 
50億 1987 60.9 73 

60億 l的8 64.2 55 

70億 2010 67.3 43 

80憶 2022 10.3 36 
82.06億 2025 71.l 27 

I開発途上地域
人n 到達年 平均寿命（政） 乳児死亡率（％り）

20億 1958 442 112 

30億 1975 5'2 " 40億 1990 61.2 68 
50億 2002 63.8 57 

60億 2014 671 43 

6809億 2025 702 30 

I先進地域
人n 到達年 平均紆命（歳） 乳児死亡串(%,)

10億 1965 715 28 

13.86億 2025 78.4 

出典， H84年の国連資糾から帷It。

表 1 人口増加の推移

世界人口

人口

5/f 
10/g 
201危
30/l! 
40(尼

50億
6-0億
70/を
80億

到達年

17世紀平ば頃
l9世紀初頭以後
1918年-1927年の問のある時点
1960年
1974年
1987年
1999年
2010年
2022年

I開発途上地域
An 

5億

IO!~ 
20億
30億
40億
50億
6-0億

到達年

1950年以前
1950年以前

1958年
1975年
1990年
20-02年
2014年

I先進地域
AU 

- - -―  
5f意
10億
20億

到達年

1950年以前
1965年
20億に達する見通しなし

出典 1913年と""年の国連資料から推計。

表2 大陸別人口増加の推移

く

く

除

舷
を
を

逹

逹
ッl

^
/
 

口

億

億

憶

億

f
f
-
f
f

A
s
l
O
2
0
3
0
4
0
 •• 
t
 

.
i
 

アフリカ アメリカ アジア(J) ヨーロ 9パ121

1981年 1960年-1970年 1950年以前 1950年以前
2005年-2010年 2010年-2020年 1950年以前

1960年-1970年
1985年-1990年
2010年-2020年

出典： ""年と""年の国連資料から帷It。
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表4 A国と B国の人口推計

A国

年 総人口 柑通 晋通 自然 孔児平均舟命合計特殊純再

出生率 死亡半 増加率 死亡卒 Ill't率生産率

1985 20.6 50.9 10.5 4.05 69.4 59.。 7.68 3.17 

1990 25.2 46.8 8.8 3.80 61.4 6l.l 6.97 2.96 

1995 30.5 43.0 7.3 3.57 53.4 63.2 6.15 2.68 

2000 36.5 38. 7 6.0 3.27 45.4 65.5 5.19 2.33 

2005 42.9 32.7 4.8 2.79 37.4 67.8 4.08 l.88 

注： 2010 49.3 29.9 4.3 2.56 31.5 69.3 3.51 l.64 

●総人口の数字は百ガ単位。
2015 56.1 26.9 4.0 2.28 26.5 70.7 3.02 1.43 

●総人口は年号を示す欄に対するもの。その他の数字（＊
2020 62.8 23.6 3.9 1.97 22.6 71.8 2.60 1.24 

2025 69.3 26.6" 4.2専 2.24' 27.4° 70.8' 2.96・ 

印を除く）は，それぞれが掲載されている年に始まり， 2030 75.2 16.9 5.2 1.18 13.5 74.9 2.07 1.00 

次の行に記載された年の直前までの期間の平均である。
2055 100.9 13.7 9.1 .47 9.4 77.l 2.06 1.00 

2080 113.4 12.8 11.6 .12 6.3 79.2 2.05 1.00 

● ＊印は2005-2003年に対するもの。 2105 116.9 12.5 ll.8 .07 3.9 80.9 2.04 1.00 

●世界銀行推計による A国と B国の推計甚盤は移動の仮 2130 119.1 12.4 12.2 .02 3.8 
8L゚

2.04 1.00 

定を含む。しかし．これらはいずれも A国と B国の数
2155 119.6 

字に実質的な影響を及ぽすものではない。

● A国はケニアのそれに甚づくものだが，少最の流入移 目
民を計算に入れてあり，また韓国に甚づいた B国はあ 年 総人口 普通 普通 自然 孔児平均寿命合計特殊純再

る程度の流出移民を計算に入れてある。 出生率 死亡率 増加率 死亡率 出生率生産率

1985 20.6 22.5 6.3 1.54 33.5 68.9 2.51 l.17 

出典： Vu, 1985年の資料に必要な調整を加えたもの。
1990 22.3 20.4 6.3 1.37 28.7 70.2 2.33 l.10 

1995 23.8 17.9 6.3 1.14 24.2 71.4 2.17 1.02 

2000 25.2 16.5 6.5 .98 20.4 72.6 2.10 1.00 

2005 26.5 15.9 6.7 .91 16.9 13.1 2.10 1.00 

2010 27.7 15.6 7.1 .84 13.9 74.7 2.09 l.00 

2015 28.9 15.2 1.1 .74 13.2 75.4 2.09 l.00 

2020 30.0 14.2 8.3 .62 12.5 75.5 2.09 1.00 

2025 31.0 15.0' 7.8° . 72• 13.5" 75.0' 2.09• 1.00 

2030 31.7 13.3 ll.l .22 13.5 77.2 2.08 1.00 

2055 33.5 12.8 11.7 .11 9.5 79.5 2.06 LOO 

2080 34.4 12.5 11.8 .06 6.0 81.0 2.06 l.00 

2105 35.0 12.4 12.3 .01 3.7 81.0 2.06 l.00 

2130 35.l 12.4 12.3 .00 3.7 81.0 2.06 1.00 
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表6 木材の総生産量に対する燃料木材の割合

アフリカ

アジアと大洋州

小南米

北アメリカ

ヨーロッパ（ソ連を含む）

%％％%% 
8877731920 

表5 人口推移と従属人口指数

世界人口

年 人n
, ............................ 

1960 30億
1974 '° 憶
1987 501さ
1999 60憶
2010 70億
2022 80億
2025 8206億

I開発途上地域
年 An  

!958 20億
1975 30億
1990 '° 億
2002 50億
2014 60憶
2025 紡.09億

L先進地域
年 人u

1965 10億
2025 13 96億

it: 

(I) 15歳未満の人II+65歳以上のAn~"• XJOO 
15~64歳のAn

(2) 15淑未満の人日x100 
15-64歳のAn

13) 65淑以tのAUX JOO 
15-64歳の人n

出輿： 1916年の国連資れから憎計。
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従属An指数(1) 年少AIJ指数(2) 老年人日指数(3)
＾~~ 

690 600 90 
136 638 97 
63.9 5'0 9.8 
593 48.6 107 
56-' 44.0 124 
53.4 39.0 14.6 
52.1 37.8 14.9 

従属An指数II) 年少AU指数121 老年An指数131

751 秘.3 68 
822 75.2 7 0 
669 594 76 
60.l 51.6 8.6 
556 45. I 106 
514 39.l 12.4 

従属人日指数Ill 年少人日指数121 老年AU指数13)

54.8 402 14.6 
58.9 313 276 



参考文献

● Coale, A. J. Pop11/aH011 Tm1ds 011d Eco11om;, D郎 elopmcnl.!n Menken, J. Ed. World Population and U.S. Policy. 

The Choices Ahead. W.W. Norton & Company: New York, 1986 
● Chao, Kang. Man and Laud ;,, C/d11esc Hfa/o,y. An Economic Analysis. Stanford University Press: Stanford, 1986. 

● Georgescu-Roegen, Nicholas. 71,e Entropy Law and the Econo,m・c Process. Harvard University Press: Cambridge, 

1976. 

● Kaufman, L. and Mallory, K. Eds. 1),e恥 I&UncUon. The New England Aquarium/The MIT Press: Cambridge, 

1986. 

● Keyfitz, N. H即 BUUonPeople. Unpublished manuscript : 1987. 

● ● Le Roy Ladurie, E. The Pea血 1/sof位 nguedoc.Universiti• of Illinois Press: Urbana, 1976. 

B Mertens, W. The Study of Populalfon. Textbook in Preparation. 1987. 

II National Re就 archCouncil (U.S.). Working Group on Population Growth and Economic Development. Po/fry 

伽esl;ons.National Academy Press: Washington, 1986. 

● Press, R. M. AfiガcauFood Prod11c恥 Stmgg/elo Offset Pop11/aH011 Growth. Christian Science Monitor. Boston, 1987. 

● Raven, P. H. Knockdow11-Drago11/ on the Global fiilure. Paper prepared for the meeting on Global Futures: The 

'Third World, organi,ed by the American Association for the Advancement of Science: New York, 1984. 

BThe阪onomist.Bradl: 7omonow's 1/aly. The Economist. Volume 302 (7481), 1987. 

● United Nations. The Detennh,anls and Consequences of Populalfou T狐 ds.New Summa,y of Hud;ugs ou 

lnle>ocNon of Demog籾p!,;c,Econom;,, and Sodal Facio応.Volume I. Population Studies, No. 50. 

Department of International広onomicand Social Affairs, United Nations: New York, 1973. 

● United Nations. World Popu/aNou Prospects. EsNmalcs and ProjecNons ml Assessed ;,, 1984. 

Population Studies, No. 98. United Nations, Department of International Economic and Social Affairs, United 

Nations: New York, 1986. 

● Vu, M. T. World Popu/aHon Project;ons 1985. Short-and Long-Term Projections by Age and Sex with Related 

Demographic Statistics. The Johns Hopkins University Press: Baltimore, 1985. 

● World Bank, World Bank Repo,t 1984. Oxford University Press: Oxford, 1984. 

● World Bank. Economk Analys;s Issues ;n加 ukFhwnced Foreshy Proj叫 s(AGR Technical Note, draft), World 

Bank: Washington D. C., 1984. 

● Wrigley, E. A. The Pop11laUon H;sto,y of Engla11d, 1541-1871. 11 Reco11slmcU011. Ha,vard University Pre認：

Cambridge, 1981. 

● World Bank. PopulaHon Growth and Po/;des ;,, Sゆ-SaharanAfrica. The World Bank : Washington D. C., 1986. 

II World Resources Institute and International Institute for Environment and Development. World Reso11ms 1986. 

An A函認mentof the Resource Ba就 thatSupports the Global広onomy.Basic Books: New York, 1986. 

-33 -



人
っ
子
同
士
、
鉱
山
労
働
者
、

華
橋
、
革
命
烈
士
、

さ
ら
に
は
農
村
で
の
婿
入
り

八
四
年
に
な
る
と

の
条
件
に
つ
い
て
い
え
ば

二
子
策
を
認
め
た
が
、

そ
の
出
生
数
が
増
加
し
た
こ
と
。

ら
が
正
念
場
を
む
か
え
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

は
年
平
均

一
六
五
•
四
万
人
増
で
あ
っ
た
）
。
一
人
っ
子
政
策
は
む
し
ろ
こ
れ
か

と
し
て
も
年
間
―
二
八
五
万
人
の
出
生
が
予
測
さ
れ
る

（
第
六
次
五
ヵ
年
計
画
期

六
l
-
i
七
五
年
に
約
三
•
六
億
人
が
出
生
し
た
が

そ
の

0
八
知
で
前
年
の

一
人
っ
子
政
策
の
継
続
と
出
生
率
の
再
上
昇

年
間
に
一
四
七
六
万
人
も
増
加
し
た
。

に
入
り
初
め
た
こ
と
。

出
生
率
で
い
え
ば
‘
八
三
年
一
八
•
六
協
、

八
五
年
一
七
•
八
協
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
四
年
来
最
高

死
亡
率
が
六
•
七
七
協
、
自
然
増
加
率
は
一
四
·

•
二
三
協
よ
り
ニ
・
八
五
協
上
昇
し
た
。

こ
の
人
口
増
加
傾
向
の
原
因
は
、
中
国
側
に
よ
れ
ば
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
は
一
九
六
二
年
に
始
ま
る
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
コ
ー
ホ
ー
ト
が
、

人
口
が
今
後
一

0
年
間
に
続
々
と
出
産
期
に
入
る
た
め
、

り
さ
え
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
が
、

結
婚
・
出
産
期

一
人
っ
子
を
堅
持
し
た

第
二
は
‘
八
四
年
以
降
、
労
働
力
の
少
な
い
困
難
な
農
家
へ
の
配
慮
か
ら
、
農
村

ヽ

つ
ま
り

第
二
子
出
産

七
九
年
当
初
第
一
子
出
産
か
ら
四
年
間
の
間
隔
が
あ

八
一
年
に
非
遺
伝
性
の
障
害
、

で
養
子
を
え
た
後
に
懐
妊
と
い
う
三
条
件
が
明
記
さ
れ
る
。

再
婚
、

不
妊
症

八
四
年
一
七
•
五
協
、

の
二

O・

七
七
妬
に
上
昇
し
、

中
国
大
陸
の
総
人
口
は

一
九
八
六
年
末
現
在
、

1
0
億
六

0
0
八
万
人
、

一ヽ

若

林

敬

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
地
域
構
造
研
究
室
室
長

子

(1) 
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い
る
と
い
え
よ
う
。

し
て
い
る
。

第
三
は
一
部
の
地
方
の
計
画
出
産
活
動
に
緩
み
が
み
ら
れ
、
第
一
―
―
子
以
上
の
多

子
率
が
多
く
な
っ
た
こ
と
。

・
ニ
％
、
第
二
子
率
三
一

あ
っ
た
が
、

三
％
、
第
二
子
率
二
五
•
七
％
、
多
子
率
二
七

·
O
％
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、

産
を
許
す
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
が
、

政
策
と
し
つ
つ
、
「
一
部
地
方
の
特
に
困
難
を
抱
え
た
家
庭
に
対
し
て
、
第
二
子
出

政
策
を
一
層
整
備
し
、
実
際
に
即
す
だ
け
で

な
く
‘

厳
格
に
掌
握
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
多
子
率
調
査
‘

と
出
産
観
等
の
研
究
を
重
要
課
題
と
し
て
い
る
。
政
策
の
整
備
・
融
通
性
の
確
立

の
中
で
、
農
村
二
子
策
の
影
響
は
少
な
く
は
な
く
、
新
た
な
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
を

え
る
だ
ろ
う
」

む
か
え
る
中
で
、
「
現
在
の
増
加
率
が
続
く
な
ら
二

0
0
0
年
ま
で
に
一
三
億
を
越

⑱
と
、
常
崇
燿
国
家
計
画
出
産
委
員
会
副
主
任
は
国
連
に
て
発
言

つ

た

゜

今
世
紀
末
―
二
億
の
目
標
が
ゆ
る
ぎ
か
ね
な
い
見
通
し
ま
で
至
っ
て

実
際
的
な
困
難
が
確
認
さ
れ
、
第
二
子
の
出
産
を
望
む
と
き
」
と
い
う
項
が
加
わ

り
、
実
質
的
な
農
村
二
子
策
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
切

策
の
影
響
を
中
国
側
も
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

都
市
上
海
で
も
、
今
春
、

漁
民
や
危
険
を
伴
う
職
業
、

婿
入
り
婚
な
ど
の
該
当
者
調
究
を
行
い
、
新
た
な
二
子
許
可
に
む
け
準
備
中
で
あ

•
五
％
、
第
三
子
以
上
の
多
子
率
は
一
七
・
―
―
-
％
で

ち
な
み
に
八
二
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
八
一
年
値
は
、
第
一
子
率
四
七
・

第
七
次
五
ヵ
年
計
画
期
に
お
い
て
も
一
人
っ
子
政
策
を
断
固
基
本

一
人
っ
子
家
庭

だ
が
全
国
新
生
児
の
八
六
年
値
は
、
第
一
子
率
が
五

が
追
加
さ
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は

「
農
村
で
女
の
子
一
人
し
か
出
産
し
て
お
ら
ず

こ
の
農
村
緩
和大

両
親
の
片
方
が
一
人
っ
子
、
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を
紹
介
す
る
と
、
街
道
に
あ
る
病
院
で
は
避
妊
法
の
三
六
％
を
占
め
る
リ
ン
グ
の

シ
ョ
ン
）

が
あ
り
各
二
人
が
配
属
さ
れ
、

あ
り
、
宜
伝
貝
各
一
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

取
り
は
ず
し
が
で
き

か
つ
こ
の
末
端
に
計
七

0

0
の
小
組
が

こ
の
下
に
二
三
あ
る
居
民
委
員
会
に
は
保
健
姑

（
ス
テ
ー

戸
）

の
計
画
出
産
活
動
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
一
端

貝
会
副
主
任
ら
の
案
内
で
、
籾
浦
区
四
平
街
道
（
人
口
七
・

一
万
人

七
万

筆
者
は
、

今
春
‘

王
建
民
上
海
市
人
口
学
会
副
会
長
、

李
浩
沖
市
計
画
出
産
委

五
五
人
、
規
定
外
出
産
が

一
九
八
人
（
市
区
八
九
、
郊
県

1
0
九
）
で
あ
る
。
同

四
年
で
い
え
ば
計
二
三
五
三
人
を
数
え
る
が

出
産
規
定
に
符
号
す
る
の
が

―
―
一
人
の
み
が
出
産
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

又
第
二
子
出
生
に
つ
い
て
は
、
八

上
の
多
子
率
に
つ
い
て
は
‘
八
三
年
に
九
七
人
‘
八
四
年
に
四
一
人
、
八
五
年
に

表

1
で
一
人
っ
子
率
、
計
画
出
産
符
合
率
、

で
は
最
近
の
出
産
管
理
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

の
で

14
こ
こ

写真 (I)

上海市柿浦区四平街道にて

計画出産カードの管理状況

記
し
て
い
る

詳
細
は
別
に

に
つ
い
て
の

三
九
万
人
）

五
年
末
‘

内

三

0
万
人
‘

郊
県
五
一
八
・

節
育
率
（
避
妊
率
＋
絶
育
率
）
、
ど

れ
を
み
て
も
ほ
ぼ
一

0

0
％
近
い
数
値
を
示
す
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

第
三
子
以

市
区
六
九
八

二、

．． 

上
海
市
に
み
る
計
画
出
産
管
理

(87年4月撮影）

六
万
人

（八

ロ
―
ニ
―
六

上
海
市
人
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表1 上海市における計画出産の実態 (1983-85年）

1 9 8 3年 1 9 8 4年 1 9 8 5年

全 市 市 区 郊 県 " +. 市 市 区 郊 県 ノ+‘. 市 市 区

結 婚 組数 （ガ組） 15.01 9.45 5.56 14.12 9.17 4.95 18.24 11. 78 

出 生 率 (%) 15.4 17鼻1 13.5 13. 7 15. 7 11.0 12. 7 14.2 

死 亡 率 (%) 6.9 7 .1 6.6 6.5 6. 7 6.3 6. 7 6.8 

自然増 lJn率 (%) 8.5 10.0 6.9 7, 2 9.0 1. 7 6.1 7 .4 

出 牛 数 （万人） 17 .80 10.63 7.17 16.28 10.40 5.88 15 .43 9.86 

第 1 子 (II) 17 .19 10.57 6.62 16.04 10.34 5. 70 15 .11 9. 79 

そ の 率 (%) 99.6 99.4 92.3 98.5 99.5 96.9 98. 1 99.3 

第 2 子 (II) 0.60 0.06 0.54 0.23 0.05 0.18 0.28 0.07 

第 3 子 （人） 97 20 77 41 10 31 31 24 

計画出廂に符合 （万人） 17 .26 10.60 6.66 16.12 10.38 5. 74 15.33 9.84 

節

そ の 率 （％） 97 .0 99. 7 92.9 99.l 99.9 97. 7 99.4 99.8 

育 率 （％） 99.2 100.0 98.5 99.4 100.0 98.9 86.3 82,8 

出所：上海市統計局編『上海統計年鑑』 1983,84, 86年版より作成

注） 1970年の第 1子率は53.3%(市区67.5%、郊県40.9%)、第 2子率23.6%(市区20.8%、郊県26.1%)、

多子率23.0%(市区11.7%、郊県s3.0%)

1977年の第 1子率は64.6%(市区67.9%、郊県62.2%)、第 2子率28.5%(市区28.6%、郊県28.4%)、

多子率は6.9%(市区3.6%、郊県9.5%)

1981年の第 1子率は87.3%(市区98.7%、郊県76.3%)、第 2:r-率11.4%(市区1.3%、郊県21.3%)
多子率は1.3%(郊県2.5%)

郊 胆9ヽ

G.46 

10.8 

G.5 

,j. 3 

5.57 

5.35 

96.1 

0.21 

7 

5.49 

98.6 

90.0 

出所：上海市計画生育委員会弁公室• 上海社会科学院部門経済研究所人口理論研究室『上海人口生育率抽様調査資料渾紺』

1983年8月 P73
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え
て
よ
い
か
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。

然
こ
の
よ
う
な
管
理
が
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
と
問
わ
れ
た
と
き
に
は
ど
う
答

値
が
結
果
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

案
内
し
て
く
れ
た
写
真
の
女
性
に

写
真
切
は
‘

リ
ス
ト
名
簿
で
あ
る
。

写真 (2)

新
婚
・
妊
娠
・
出
産
‘

写
真
⑱
の
カ
ー
ド
は
、
妊
娠
、
出
産
、
節
育
方
法
に
つ
い
て

の
動
態
が
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
居
民
委
貝
会
の
も
と
に
あ
る
保
健
姑
（
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）
で
、
三
六
頁
写
真

mで
み
る
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な

徹
底
し
た
出
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
樹
立
が
あ
っ
て
こ
そ
、

表

1
で
み
る
よ
う
な
数

日
本
で
も
当

一
人
っ
子
証
受
領
者
に
つ
い
て
の
三
種
の

横
1
0
.
5
c
m
x
1
2
.
5
c
m

カ
ー
ド
の
表
（
左
）
と
裏
（
右
）

写真 (3)
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づ
つ
支
払
う
か
等
々

き
ち
ん
と
契
約
書
に
記
す
。
最
近
の
日
本
で
も
、

同
居
し

子
が
扶
養
責
任
を
お
う
か
‘

一
人
っ
子
ど
お
し
の
結
婚
な
ら
双
方
の
親
に
い
く
ら

将
来
に
影
を
お
と
し
て
、
複
雑
・
深
刻
化
し
て
い
る
。

親
子
契
約
に
よ
っ
て
ど
の

老
人
を
敬
い
、

こ
と
に
あ
っ
た
と
立
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

済
の
発
展
に
伴
い
、

つ
に
と
配
慮
さ
れ
て
定
め
ら
れ
た
。

老
人
扶
養
に
有
利
な
よ

三
、
「
包
護
組
」

と
老
人
扶
養
契
約
書

一
人
っ
子
政
策
の
帰
結
と
し
て
、

の
社
会
改
革
が
、

年
五
月
成
立

人
口
高
齢
化
の
進
行
と
そ
れ
に
伴
う
年
金
等

当
面
す
る
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
「
中
国
老
齢
問
題
全
国
委

貝
会
」
が
八
三
年
四
月
に
正
式
成
立
、
中
国
老
年
学
会
、
中
国
老
年
甚
金
会
も
八
六

（
中
国
人
口
福
利
甚
金
会
は
八
七
年
六
月
成
立
）
、
国
務
院
直
属
の
中

国
経
済
体
制
改
革
研
究
所
を
中
心
と
し
て
年
金
改
革
の
動
向
も
意
欲
的
に
進
行
中

筆
者
が
上
海
滞
在
中
の
三
月
一
―
―
一
日

1
四
月
四
日
に
は
、
「
全
国
老
齢
工
作
経
験

交
流
会
」
が
上
海
で
開
催
さ
れ
、
約
三

0
0
人
が
出
席
、
国
家
・
社
会
・
家
族
の

三
結
合
の
中
国
流
の
養
老
方
式
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
展
開
し
た
。
本
稿
で
は
‘
今
回

「
包
護
組
」

の
詳
細
と
、
新
試
行
と
し
て
初

め
ら
れ
た
ば
か
り
の
老
人
扶
養
契
約
書
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

高
齢
化
の
一
歩
先
を
い
く
日
本
に
と
っ
て
興
味
深
い
提
案
を
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ

一
九
八
二
年
憲
法
で
は
、
成
年
子
女
に
老
人
扶
養
・
扶
助
を
義
務
づ
け
‘

へ
の
虐
待
禁
止
を
規
定
し
て
い
る
。
（
八

0
年
婚
姻
法
も
同
）

扶
養
義
務
を
果
た
し
た
者
へ
の
遺
産
分
配
が
規
定
さ
れ
‘

問
題
が
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相
続
紛
争
も
年
々
増
加
し
て
い
る
」

国
に
あ
っ
て
、

八
五
年
相
続
法
で
も

そ
の
背
景
に
は
、
「
こ
こ
数
年
、

公
民
・
個
人
の
収
入
、
財
産
が
増
加
し
、

都
市
農
村
経

大
衆
の
間
で
相
続

老
人
を
愛
す
る
と
い
う
優
れ
た
伝
統
を
有
す
る
と
自
負
す
る
中

老
親
扶
旋
問
題
は
今
日
曲
が
り
角
に
き
て
い
る
こ
と
、

ま
し
て
や

一
人
っ
子
政
策
の
進
行
は
四
人
の
老
親
扶
養
と
い
う
「
四
ニ
―
総
合
症
」
を
お
こ
し
、

ぅ。 訪
中
の
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た

で
あ
る
。

老
人

ど
ち
ら
も
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い
る
。

口
は
命
男
七
二
，

一
歳

又
海
外
で
す
ご
し
た
華
僑
等
、

収
入
は
あ
る
が
身

バ
包
護
組
」

は
ヽ

に
財
産
を
譲
る
と
い
う
契
約
書
を
親
子
間
で
交
わ
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も

つ
ま
り
自
力
で
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が
で
き
な
い
孤
老
者
に
対
し
て
、

的
に
責
任
を
も
っ
て
訪
れ
て
、

あ
る
が
、

買
物
、

掃
除
‘

又
扶
養
介
護
を
条
件

近
隣
に
住

病
院
が
よ
い
等
の
冊
話
を
し
て
や

費
用
も
国
家
と
居
民
区
が
半
々
に
だ
し
あ
っ
て
贈
り
物
が
お
く

ら
れ
た
り
、
食
費
と
し
て
月
四
八
元
、
病
気
治
療
費
は
無
料
、
衣
服
は
別
に
国
家

世
話
を
す
る
包
護
老
人
は
無
料
活
動
で

特
定
の
被
包
護
人
と
は
気
心
が
解
せ
あ
う
老
人
同
士
の
中
国
版
コ
ミ
ュ

六

0
年
代
か
ら
い
ち
は
や
く
計
画
出
産
活
動
を
始
め
て
成
果
を
あ
げ
、
平
均
寿

女
七
六
•
四
歳
に
達
し
て
い
る
上
海
市
で
は
六
五
歳
以
上
人

八
二
年
に
七
•
四
％
（
全
中
国
は
四
•
九
％
）
と
急
速
に
高
齢
化
の
途
を

歩
み
つ
つ
あ
る
。

一
九
八

0
年
二
月
、

間
北
区
開
封
街
道
で
創
立
さ
れ
た
こ
の

今
で
は
市
区
内
に
五
四

0

0
を
数
え
、

て
い
き
夕
方
帰
る
。

八
千
人
の
孤
老
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

な
お
身
体
が
健
康
な
老
人
は
；
托
老
所
」
と
よ
ば
れ
る
施
設
に
自
力
で
朝
で
か
け

区
と
県
が
各
一
、
街
道
に
一
〇
‘
居
民
区
に
七
‘
計
一
九
の
施

設
が
あ
る
。
福
利
院
・
敬
老
院
は
市
区
県
街
道
、
郷
鎮
あ
わ
せ
て
六

0
ヵ
所
、
計
五
千

人
の
孤
老
を
収
容
し
て
い
る
。

ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

か
ら
綿
入
れ
と
ふ
と
ん
が
分
配
さ
れ
る
。

れ
て
い
る
こ
と

居
民
委
貝
会
の
老
齢
間
題
委
貝
会
の
活
動
と
し
て
杜
会
制
度
と
し
て
組
織
化
さ

る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
扶
助
関
係
で
あ
る
。

み、

退
休
し
た
ば
か
り
の
比
較
的
若
い
元
気
な
老
人
が

一
日
朝
夕
に
二
回
定
期

地
城
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
中
国
独
特
の
組
織
を
い
い

原
語
の
ま
ま
で
あ
る
。

＾
包
護
組
＞

と
は
‘
孤
老
ー
一
人
暮
ら
し
で
体
の
不
自
由
な
老
人
に
対
し
て
、

き
た
い
。

あ
る
と
い
う
。

私
有
財
産
の
少
な
い
社
会
主
義
国
家
中
国
の
試
行
を
一
見
い
た
だ

て
く
れ
た
子
に
財
産
を
譲
り
た
い
と
望
む
人
が
増
え
て
い
る
。
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五
九
％
‘

八
0
歳
以
上
七
•
六
六
％
で
あ
る
。

住
宅
難

六
五
ー
六
九
歳
で
一
―
―
•
三
九
％
‘

五
ー
七
九
歳
で
六
•
四
四
％
‘

こ
の
「
包
護
組
」
の
発
想
は
‘

人
っ
子
政
策
‘
価
値
観
の
変
容
の
中
で
、
上
海
市
で
創
立
さ
れ
、
普
及
を
は
じ
め
た

実
に
合
理
的
に
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
圃

七
0
ー
七
四
歳
で
六
•
三
一
％
、
七

上
海
市
区
老
齢
者
の
内
、
単
独
ぐ
ら
し
老
人
の
比
率
は
‘

六

O

i
六
四
歳
で

五
五
四
人
、
全
人
口
の
二
二
％
、
退
休
者
は
四
七
七
人
、
包
護
組
は
七
つ
あ
り
、

―
二
人
が
関
係
し
て
い
た
。
案
内
さ
れ
た
ア
パ
ー
ト
三
階
に
は
‘

足
で
歩
行
困
難
な
老
婆
を
、

関
係
を
結
び
、

又
六
六
歳
だ
が
心
臓
病
を
病
み
外
出
で
苔
な
い
老
婆
I
I
被
包
護
人

を
、
年
は
七
二
歳
だ
が
な
お
「
餘
熱
」
を
持
ち
続
け
て
い
る
老
婆
I
I
包

護

人

が

責

「
包
護
組
」

決
め
、
包
護
の
措
僅
を
き
め
、
定
期
的
な
検
査
と
運
営
の
三
点
を
定
め
る
。

う
ど
ん
、

ケ
ー
キ
‘

爆
竹
、

子
供
の
歌
に
よ
る
祝
い
）
葬
式
お
よ
び
死
後
の
処
理

と
い
う
四
点
を
請
け
あ
い
保
証
す
る
。

ま、．
 

と

日
常
生
活
の
世
話
、
季
節
と
祝
日
の
贈
り
物

誕
生
日
の
ご
ち
そ
う

（
長

「
四
包
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
-
―
一
定
四
包
L

、
つ
ま
り

ご
一
定
」

と
は
包
護
人
を

任
を
も
っ
て
包
護
し
て
い
た
。

八
二
歳
の
て
ん

同
建
物
内
に
住
む
元
気
な
六
八
歳
老
婆
が
‘
包
護
の

に
案
内
さ
れ
た
。

こ
の
居
民
区
に
は
‘
男
六

0
歳
以
上
、
女
五
五
歳
以
上
老
人
は

道
・
居
民
委
の
名
齢
工
作
試
行
条
例
（
資
料

2
)

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

が
末
端
の
居
民
区
老
齢
問
題
委
貝
会
に
至
る
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

有
料
で
あ
る
が
施
設
内
で
の
信
仰
の
自
由
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
老
年
大
学

が
市
三
‘
区
一
、
街
道
四
一
で
計
四
五
‘
老
人
食
堂
二
六
等
あ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

よ
り
の
な
い
孤
老
の
た
め
に
は
‘

本
稿
末
の
街

筆
者
は
三
月
三

0
日
午
後
、
市
慮
湾
区
一
肌
園
街
道
老
齢
問
題
委
貝
会
の
包
護
組

七
八
年
に
上
海
第
一
社
会
福
利
院
が
設
立
さ
れ
、
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な
ら

又
責
任
田
‘

五
保
名
人
の

五

「
供
養
・
保
護
協
議
書
」

「
共
同
父
母
扶
養
協
議
公
証
」
を
締

一
人
き
り

は
保
護
者
や
敬
老
院
が
、
本
人
に
代
わ

口
糧
田

各
調
印
す
る
。

「
老
人
扶
養
協
議
書
」

「
供
養
・
保
護
協
議
書
」

こ
の
内
容
は
‘

老
人
の
衣
‘
住
、
行
為
、
礼
儀
‘
病
気
、
葬
儀
、
楽
し
み
‘

自
留
地
等
を
子
女
が
代
わ
っ
て
耕
作
す
る
な
ど
で
あ
る
。

っ
て
村
委
貝
会
と
協
議
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
非
五
保
老
人
は
‘

「
遺
贈
扶
養
協
議
書
」
を
、
多
子
女
な
ら

「
五
保
」
老
人
は

に

四‘

「
三
無
」
老
人
は

「
遺
贈
扶
養
協
議
書
」

こ~. 

三
、
多
子
女
家
庭
は

に

一
人
っ
子
家
庭
は

「
老
人
扶
養
保
証
書
」

↓、
l

~
~
 

「
五
好
家
庭
」
「
良
い
嫁
」

は

に

し
て
い
る
。

公
平
‘
嫁
姑
問
題
等
、
人
民
内
部
の
矛
盾
は

H
増
し
に
蓄
積
、
悪
化
し

並
日
遍
化

一
六
•
六
％
を
占
め
て
い
る
。
」

＾
老
人
扶
養
契
約
書
＞
（
資
料

1
参
照
）
が
江
蘇
省
塩
城
市
大
豊
県
（
八
六
年
末
人
口

七
三
・
七
五
万
人
‘
面
積
二
三
六
七
平
方
キ
ロ
）
と
南
通
市
海
安
県
（
人
口
九
四
・

三

0
万
人
‘

―
二
八
平
方
キ
ロ
）

％
を
占
め
て
お
り
、

ヽ

な
く

で
八
六
年
か
ら
試
行
を
は
じ
め
た
。

m
八

大
豊
県
老
齢
委
貝
会
に
よ
る
と
、
「
大
豊
県
の
名
人
の
内
‘
晩
年
の
生
活
に
不
安
を

抱
く
者
が
三

0
%
、
生
活
上
比
較
的
多
く
の
困
難
を
生
じ
て
い
る
者
が
一

0
%
、洵

安
県
で
は
前
者
が
一
五
•
六
％
、
後
者
が
一

0
％
を
占
め
て
い
た
。

況
か
ら
扶
養
上
の
紛
糾
が
常
に
引
き
起
こ
さ
れ
、
地
方
民
事
紛
糾
案
件
中
、

I

八
五
年
の
三
年
間
で
、
如
泉
県
の
扶
養
案
件
は
同
県
の
民
事
紛
糾
の
三
六
•
四

「
尊
老
公
約
，
」

こ
う
し
た
状

内
虐
待
を
被
り
変
死
し
た
者
は
一
八
人
で
変
死
し
た
人
数
の

こ
う
し
た
「
最
低
限
度
の
衣
食
水
準
に
も
達
せ
ず
‘
晩
年
の
生
存
条
件
に
保
障
も

合
法
的
な
収
益
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
上
に
、
家
産
の
分
割
の
不

こ
の
老
人
扶
養
問
題
を
解
決
・
確
立
す
る
新
た
な
方
途
を
模
索
す
る

た
め
に
‘
協
議
書
調
印
が
試
み
ら
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

南
通
市
で
は
、
家
庭
類
型
と
対
象
を
以
下
の
五
種
に
わ
け
‘
五
保
戸
（
働
く
能

力
を
失
っ
た
身
よ
り
の
な
い
老
人
、
病
弱
者
、
身
体
障
害
者
ら
に
対
し
て
、
衣
・
食
・

住
・
医
療
・
葬
儀
の
保
障
を
行
っ
て
い
る
対
象
家
庭
）
も
あ
わ
せ
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

-‘ 
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〔
脚
注
〕

〇
新
華
社
1
1

中
国
通
倍
、
八
七
年
七
月
一
三
日
、
八
七
年
二
月
二
四
El
お
よ
ぴ

人
口
政
策
に
つ
い
て
」
『
北
京
週
報
』
八
七
年
七
月
一
―
-
H
、
二
九
号

第
二
子
出
産
の
条
件
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
中
国
一
人
っ
子
政
策
に
変
化
」
『
日
中
経
済
協

会
会
報
』
八
六
年
一
月
号
、
一
四
九
号
。

サ
イ
ハ
ネ
テ
ィ
ソ
ク
ス
子
景
元
ら
の
推
計
と
し
て
八
七
年
二
月
発
表
。

拙
稿
「
上
海
市
の
人
口
」
総
務
庁
統
計
局
国
勢
統
計
課
『
中
国
人
口
統
計
研
究
論
集
』

昭
和
六

0
年一

0
月。

上
海
市
統
計
局
『
上
海
統
計
年
鑑
』
一
九
八
三
・
八
四
・
八
，
ハ
年
版
お
よ
び
上
海
市
計
画

生
育
委
員
会
弁
公
宇
・

lc
海
社
会
科
学
院
部
門
経
済
研
究
所
人
口
理
論
研
究
室
『
上
海

市
人
口
生
育
率
抽
様
調
牡
資
料
梱
紺
』
一
九
八
三
年
八
月
を
参
照
。

黄
渭
梁
「
上
海
市
孤
老
的
社
会
保
障
綜
視
」
上
海
市
老
年
学
学
会
秘
書
組
『
老
年
学
文

躯
』
、
一
九
八
六
年
お
よ
ぴ
蒋
永
康
・
黄
渭
梁
「
上
海
孤
老
社
会
保
障
綜
視
」
哀
絣

輝
主
椙
『
老
齢
問
題
』
復
旦
大
学
出
版
杜
‘
一
九
八
六
年
―
一
月
、
九
七
頁
参
照
、
『
上
海

老
年
報
』
第
六
五
期
、
八
七
年
三
月
三
一
日
号
、
単
独
老
人
の
比
は
桂
世
助
他
「
上
海

(6) (5) (4) (3) (2) 

郷
党
委
貝
会
、

郷
政
府
お
よ
び
甚
層
組
織
が
表
に
で
て
協
議
書
に
締
結
し
、

公

た
L
 

と
の
効
果
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
典
味
深
い
。

あ
る
か
と
は
別
に
老
人
扶
養
の
保
障
を
定
め
、

の
責
任
か
男
女
平
等
で
あ
る
こ
と
を
体
現
さ
せ

一
人
っ
＋
で
あ
る
か
多
子
女
で

し
て
き
た
思
想
的
障
害
で
あ
っ
た
。

に
渡
り
農
民
に
多
く
の
子
女
を
産
ま
せ
、
人
口
政
策
に
抵
触
す
る
感
情
を
生
み
だ

計
画
出
産
展
開
へ
の
促
進
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
”
養
児
防
老
“

は
長
期

定
団
結
、

大
豊
県
で
は
六

0
歳
以
上
老
人
お
よ
び
六

0
歳
未
満
で
も
労
働
能
力
が
不
足
し

生
活
困
難
な
名
人
冊
帯
は
協
議
魯
に
調
印
す
べ
き
と
規
定
し
て
い
る
。

老
人
を
尊
敬
し
、

党
の
威
信
向
上
、

協
議
書
を
普
及
さ
せ
る
中
で
、

効
果
と
し
て

老
人
扶
養
ヘ

人
口
政
策
へ
の
影
響
を
打
ち
消
し

証
機
関
に
顧
い
で
て
公
証
を
運
用
す
る
と
い
う
方
式
は
‘
伝
統
思
想
云
々
の
み
で
は

解
決
で
き
な
く
な
っ
た
、
今
日
の
中
国
を
鮮
明
に
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
今

後
こ
の
試
行
が
全
国
的
に
広
く
普
及
し
て
い
く
か
否
か
に
関
心
が
そ
そ
が
れ
る
。

ぶ
中
国
の

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は

は

愛
す
る
と
い
う
伝
統
的
社
会
気
風
へ
の
好
転
、
社
会
の
安

老
人
中
、

四
•
三
ガ
戸
が
調
印
し
、
関
係
者
数
二
五
万
余
に
及
ぶ
。

六
万
余
の

結
す
る
。
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5 ヽ 4 ヽ 3
 
2 ヽ ー

-
‘
敬
老
・
尊
名
・
養
名
の
美
徳
と
愛
幼
・
扶
幼
の
新
た
な
風
習
を
よ
り
一
層

確
立
し
、

具
体
的
な
扶
養
の
内
容
。

（
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
甚
づ
い
て
記
入
）

五
好
家
庭
を
共
に
築
く
た
め
に
努
力
す
る
。

を
経
て
、
左
記
の
よ
う
な
協
議
条
項
に
調
印
す
る
。

は
幼
い
泄
代
を
愛
護
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヽ

こ~ 

こ
こ

甲
乙
双
方
は
民
主
的
な
協
議

法
律
の
規
定
に
も
と
ず
き
‘

子
女
は
必
ず
や
父
母
を
扶
養
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

老
人

る
等
、

と
い
う
こ
と
が
ら
を
真
剣
に
お
こ
な
う
。

そ
れ
と
と
も
に
、

国
家
の
関
係

大
豊
県
老
齢
問
題
委
員
会
制
定

老
人
を
尊
び
幼
い
者
を
愛
す
る
と
い
う
中
華
民
族
の
優
れ
た
伝
統
を
発
揚
す
る

た

め
に
ヽ

市
老
齢
人
口
基
本
人
口
状
況
、
意
願
的
分
折
L

『
老
齢
問
題
研
究
』
一
九
八
六
年
三
月
、

一
三
貞
よ
り
。

徐
勤
ぶ
休
索
汎
固
農
村
家
庭
養
老
的
新
途
径
ー
ー
汁
i

蘇
省
大
豊
県
南
通
市
簸
訂
養
老
協

議
書
的
経
験
」
中
国
老
齢
問
題
全
国
委
貝
会
弁
公
室
『
老
齢
問
題
研
究
資
料
』
第
六
八

期
、
一
九
八
六
年
―
二
月
。

江
蘇
省
大
隈
県
老
人
扶
養
協
議
書

老
い
て
も
養
っ
て
も
ら
え
、
医
者
に
み
て
も
ら
え
、
楽
し
む
こ
と
が
あ

＾

資

料

1
>

(7) 
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得
た
後
、

各
区
、

県
老
齢
問
問
題
委
貝
会

本
市
の
街
道
お
よ
び
居
民
委
貝
会
の
エ
作
を
一
層
良
き
も
の
と
す
る
た
め
に
‘

我
々
は
「
街
道
老
齢
工
作
試
行
条
例
」
と
居
民
委
貝
会
老
齢
工
作
試
行
条
例
」

を
起
草
し
た
。
市
政
府
絣
公
庁
の
同
意
を
経
て
本
委
員
会
は
ま
す
こ
れ
を
各
区
、
県

老
齢
工
作
試
行
条
例
」
の
印
刷
発
行
に
関
す
る
通
知

＾

資

料

2
〉

一
九
八

年

月

日

保
証
機
関

郷
人
民
政
府
）
保
証
人

上
海
市
老
齢
問
題
委
員
会

「
街
道
老
齢
工
作
試
行
条
例
」
お
よ
び
「
居
民
委
員
会

保
証
単
位

三
‘
付
則
。

1
、
本
協
定
は
永
久
的
な
契
約
と
な
り
、

3
、
本
件
一
式

し
て
も
つ
。甲
方
（
被
扶
養
者
）

乙
方
（
扶
養
責
任
者
）

部
。
甲
乙
各
方
と
保
証
単
位
は
各
々
一
部
ず
つ
を
証
拠
と

法
律
上
の
効
力
を
有
す
る
。

内
容
を
改
訂
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
‘

甲、

乙

双
方
は
必
ず
や
確
実
に
こ
れ
を
遵
守
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
無
扶
養
無
関
係

と
な
っ
た
と
き
の
み
、
自
然
的
な
契
約
終
了
日
と
な
る
。

2
、
本
協
定
の
執
行
中
に
お
い
て
、
甲
乙
双
方
に
重
大
な
変
事
が
生
じ
協
議
の

保
証
単
位
と
保
証
機
関
の
同
意
を

は
じ
め
て
改
訂
あ
る
い
は
再
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
村
、
居
民
委
貝
会
）
保
証
人

（
鎮
‘
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工
作
上
の
必
要
に
も
と
ず
き
、

加
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

一
名
が
兼
任
す
る
。

副
主
任
の
一
名
は
‘

日
常
の
エ
作
を
責
任
を
も
っ
て
執
行
し
、

離
職
・
退
職
し
た
古
参
同
志
を
招
聘
し
工
作
に
参

名
を
置
く
。

そ
の
主
任
は
、
街
道
党
委
貝
会
正
副
書
記
或
は
弁
事
処
正
副
主
任
の

こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
こ
に
は
主
任
一
名

第
三
条

副
主
任
二
な
い
し
三
名
、

委
貝
若
干

街
道
老
齢
委
員
会
は
‘

一
般
に
九
人
か
ら
十
三
人
で
構
成
さ
れ
る

関
係
部
門
・
団
体
・
単
位
を
吸
収
し
た
形
で
組
織
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

の
も
と
に
置
か
れ
る
。

そ
れ
は
総
合
的
に
老
人
工
作
を
処
理
す
る
機
構
で
あ
り

第
二
条

る
。
す
な
わ
ち

と
が
で
き
‘

老
有
所
学
‘

行
う
こ
と
が
あ
り
、

楽
し
む
こ
と
が
あ
る
（
老
有
所
養
、

老
有
所
医
、

老
有
所
為
、
老
有
所
楽
）
」
こ
と
か
ら
、
老
人
に
健
康
で
長
生
き
し
幸

福
な
晩
年
を
送
っ
て
も
ら
う
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

街
道
老
齢
問
題
委
貝
会
は
街
道
党
委
貝
会
お
よ
び
弁
事
処
の
指
導

「
老
い
て
も
、
養
っ
て
も
ら
え
、
医
者
に
み
て
も
ら
え
、

学
ぶ
こ

を
し
、

街
道
老
齢
工
作
試
行
条
例

老
人
の
役
割
を
発
揮
さ
せ
る
。

そ
し
て
次
の
こ
と
が
ら
の
実
行
に
尽
力
す
『全

第
一
条
街
道
老
齢
問
題
委
貝
会
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、

一
九
八
六
年
八
月
二
十
二
日

上
海
市
老
齢
問
題
委
貝
会

老
齢
工
作
の
主
旨
に
基
ず
き
本
条
例
を
制
定
す
る
。

老
齢
工
作
の
主
旨
と
は

力
を
尽
く
し
て
、
各
民
族
老
人
の
合
法
的
権
益
を
擁
護
し
、
老
人
の
生
活
の
世
話

で
あ
れ
‘
随
時
本
委
貝
会
に
伝
え
ら
れ
ん
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

例
」
を
発
布
し
‘

そ
の
試
行
を
要
請
す
る
。

試
行
の
中
で
生
じ
た
い
か
な
る
問
題

今
こ
こ
に

「
街
道
老
齢
工
作
試
行
条
例
」

と

「
居
民
委
貝
会
老
齢
工
作
試
行
条

式
な
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

れ、

そ
の
経
験
を
総
括
し
た
上
で
‘
修
正
と
補
充
を
行
い
、

の
老
齢
委
員
会
に
発
布
し
、

こ
れ
を
試
行
す
る
。

本
条
例
は

一
定
期
間
試
行
さ

そ
の
後
市
政
府
の
正
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第

七

条

街

道

老

齢

委

貝

会

は

学

習

と

工

作

の

制

度

を

打

ち

た

て

か
つ
確

第
六
条

の
指
導
を
受
け
る
。

第

五

条

街

道

老

齢

問

題

委

員

会

は

、

そ
の
所
屈
す
る
区
老
齢
問
題
委
貝
会

協
同
し
、
老
人
工
作
を
展
開
す
る
。

囚
老
人
の
基
本
的
な
状
況
を
把
握
し
、

関
係
部
門
お
よ
び
単
位
と
共
に

め
る
。

（七）

し
て
ゆ
く
。

に
は
ヽ

（三）

老
人
、

特
に
離
職
・
退
職
幹
部
、

社
会
公
益
活
動
に
参
加
し
て
い
る
職
貝
労
働
者
、

っ
て
い
る
職
貝
労
働
者
等
、
と
い
う
老
人
の
活
動
を
、
組
織
し
推
進
す
る
。

精
神
文
明
と
物
質
文
明
と
い
う
二
つ
の
文
明
の
建
設
の
た
め
に
‘

老
人
活
動
室
、

部
門
に
働
き
か
け
、

老
人
学
校
‘

托
老
所
、

種
々
の
相
談
勤
務
・
労
働
勤
務
・

お
よ
び
次
の
世
代
に
関
心
を
も

社
会
の
力
に
頼
り
、
各
項
目
の
老
人
対
策
事
業
を
実
施
す
る
。

老
人
食
堂
の
開
設
等
が
含
ま
れ
る
。

老
人
の
た
め
に
各
項
目
の
サ
ー
ビ
ス
エ
作
を
う
ま
く
行
う
。

尊
老
•
敬
老
活
動
を
展
開
し
、

老
人
の
合
法
的
権
益
を
擁
護
す
る
。

所
属
す
る
居
民
委
貝
会
の
老
人
組
織
、

各
老
人
大
衆
組
織
に
お
け
る
活
動
に
対
し
て
、
相
互
協
力
と
そ
れ
へ
の
指
導
を
進

街
道
老
齢
問
題
委
貝
会
の
業
務
の
展
開
に
あ
た
り
、
各
項
目
の
老

人
事
業
の
実
施
に
必
要
な
経
費
は
‘
街
道
の
自
已
調
達
を
主
と
す
る
。

そ
の
経
費
は
‘

定
年
退
職
労
働
者
の
組
織
が
第
三
次
産
業
に
発
展
し
た
場
合
に
上

納
す
る
蓄
積
と
、

の
中
で
解
決
す
る
。
定
年
退
職
労
動
者
を
招
聘
任
用
す
る
際
に
受
け
取
っ
た
管
理
費

区
老
齢
問
題
委
貝
会
は
、
適
当
な
資
金
援
助
を
行
う
。

固
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

見
を
提
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
‘

そ
し
て
、

基
本
的
な
状
況
を
理
解
し
か
つ
把
握
し
、

お
よ
び
、

そ
し
て
‘

継
続
し
て
貢
献

所
属
す
る
街
道
の

そ
し
て
、

同
委
貝
会
は
調
査
研
究
を
強
化
‘

老
人
の
意
見
と
要
求
に
耳
を
傾
け
、
意

そ
の
意
見
を
、
街
道
党
委
貝
会
・
弁
事
処

因
老
人
を
広
汎
に
組
織
し
、

文
化
・
娯
楽
や
体
育
の
活
動
を
展
開
す
る
。

伍l 詞
地
区
の
、
医
療
衛
生
単
位
・
文
化
体
育
部
門
お
よ
び
商
業
サ
ー
ビ
ス

（二） （一）

第
四
条

街
道
老
齢
委
貝
会
の
任
務

老
齢
問
題
の
宣
伝
工
作
を
展
開
す
る
。

そ
れ
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□
精
神
文
明
と
物
質
文
明
と
い
う
二
つ
の
文
明
の
建
設
に
奉
仕
す
る
た

日
老
齢
問
題
の
宣
伝
工
作
を
展
開
す
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、

下
記
の
任
務
を
完
遂
す
る
。

第

四

条

居

民

委

貝

会

の

名

齢

工

作

委

貝

会

は

党

支

部

と

居

民

委

貝

会

の

指

各
居
民
小
組
は
一
名
の
老
人
代
表
を
選
び
推
挙
す
る
。

委
員
会
副
主
任
或
は
委
員
が
兼
任
す
る
。

副
主
任
は
一
名
な
い
し
二
名
と
す
る
。

及
び
一
級
上
の
老
齢
問
題
委
貝
会
に
反
映
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
企
業
・
事
業
単
位

に
係
わ
る
よ
う
な
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
意
見
を
関
係
単

位
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

老
人
工
作
に
従
事
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

居
民
委
員
会
老
齢
工
作
試
行
条
例

条
例
を
制
定
す
る
。

老
齢
工
作
委
貝
会
は
居
民
委
貝
会
に
お
け
る
老
齢
工
作
の
責
任
を
負
う
。

第
三
条

導
の
も
と
で
工
作
を
行
う
。

居
民
委
貝
会
の
老
齢
工
作
委
貝
会
は
大
衆
組
織
で
あ
り
、
老
人
対

第

二

条

居

民

委

貝

会

は

老

齢

工

作

委

貝

会

を

設

け

る

こ

と

が

望

ま

し

い

。

第
一
条
居
民
委
貝
会
の
老
齢
工
作
を
よ
り
一
層
よ
き
も
の
と
す
る
た
め
に
本

一
九
八
六
年
六
月
二
十
二
日

第

十

条

本

条

例

は

即

日

よ

り

試

行

さ

れ

る

。

精
神
を
参
照
し
物
事
を
処
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

第

九

条

県

に

所

属

す

る

各

郷

鎮

の

老

齢

問

題

委

貝

会

は

、

上
述
の
よ
う
な

務
に
有
利
な
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第

八

条

街

道

老

齢

問

題

委

貝

会

は

‘

委

員

が

転

任

或

は

そ

の

他

の

原

因

で

協
同
し
て
よ
り
良
く
業
務
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

適
時
人
貝
の
調
整
補
充
を
行
い
、

上
海
市
老
齢
問
題
委
貝
会

策
事
業
に
熱
意
を
も
つ
古
参
同
志
の
参
加
を
ま
ね
く
場
と
す
る
。

老
齢
問
題
委
員
会
は
三
人
か
ら
五
人
で
構
成
さ
れ
る
。

業

居
民
委
貝
会
の

主
任
一
名
を
設
け
‘
居
民

離
職
・
退
職
労
働
者
の
中
か
ら
一
名
の
エ
作
人
貝
を
招
聘
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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（
資
料
ー
、

2
翻

訳

中

村

則

弘

）

一
九
八
六
年
八
月
二
十
二

H

上
梅
市
老
齢
問
題
委
貝
会

第

八

条

本

条

例

は

即

日

よ

り

試

行

さ

れ

る

。

従
っ
て
業
務
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
ヽ

元
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
本
工
作
条
例
に

第
七
条

る
べ
き
で
あ
る
と
も
に
、

を
打
ち
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

適
時
、

の
企
業
・
事
業
単
位
に
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
‘

党
支
部
・
居
民
委
貝

関
係
単
位
に
意
見
を
述
べ

そ
れ
と
協
力
し
て
工
作
を
う
ま
く
行
う
べ
き
で
あ
る
。

居
民
委
貝
会
老
年
協
会
分
会
や
老
齢
分
会
等
の
既
成
の
組
織
も
ま

会
及
び
街
道
老
齢
問
題
委
貝
会
に
意
見
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
‘

そ
の
中

把
握
し
、
老
人
の
中
で
の
顕
著
な
問
題
に
つ
い
て

そ
し
て
、
老
人
の
基
本
的
な
状
況
を
理
解
し
か
つ

第

六

条

居

民

委

貝

会

の

老

齢

問

題

委

貝

会

は

、

一
定
の
学
習
・
エ
作
制
度

導
を
受
け
る
。

第

五

条

居

民

委

貝

会

の

老

齢

問

題

委

貝

会

は

街

道

老

齢

問

題

委

貝

会

の

指

職
し
た
身
寄
り
の
無
い
老
人
の
包
括
的
保
護
業
務
と
老
人
の
医
療
保
健
業
務
を
う

ま
く
行
う
。

（六）

調
解
工
作
委
貝
会
と
関
係
単
位
を
協
同
さ
せ
、

務
を
う
ま
く
行
う
。

老
人
に
関
連
す
る
問
題
の
仲
裁
業

民
政
福
利
工
作
委
貝
会
と
医
療
衛
生
単
位
を
協
同
さ
せ
、

離
職
・
退

伺
尊
名
敬
老
の
活
動
を
展
開
し
、
老
人
の
合
法
的
な
権
益
を
擁
護
す
る
。

詞

活
動
を
展
開
す
る
。

老
人
を
組
織
し
、

文
化
体
育
活
動
を
展
開
す
る
。

口
需
要
と
可
能
性
に
も
と
ず
き
、

め
に
、
老
人
を
組
織
し
前
進
を
促
す
。

老
人
の
た
め
の
各
項
目
の
サ
ー
ビ
ス
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6
月

22日

1
2
8
日

6
月
15
日

5
月

29日

1
2
1
日

5
月
16
日

5
月
1
5
日

ー

13
日

5
月

10
日

5
月

8
日

ー
日
2
 

4
月

7
日

4
月

7
日

[
 

APDA• 

m繹プ
リ
ヨ
ノ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
経
済
学
部
人
口
研
究
所

長
来
所
。

ネ
パ
ー
ル
王
国
人
口
専
門
家
受
入

(
J
I
C
A
委
託
）
実

施
。
ム
ニ
ス
ワ
ー
ル
・
ム
ー
ル
保
健
省
家
族
計
画
母
子
保

健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
家
族
計
画
担
当
官
。

於
i

厚
生
省
統
計
情
報
部
、
岩
手
県
環
境
保
健
部
他
。

安
藤
博
文

U
N
F
P
A
財
務
総
務
部
長
が
来
所
、
第
二
回

A
F
P
P
D
総
会
に
つ
い
て
協
議
。

中
国
で
開
催
予
定
の
第
二
回

A
F
P
P
D
総
会
の
中
国
側

準
備
委
貝
会
発
足
に
伴
い
、
開
催
準
備
協
議
の
為
、
木
村

道
子
‘
桜
井
久
美
子
職
貝
が
北
京
に
出
張
。

ネ
パ
ー
ル
人
口
専
門
家
受
入

(
J
I
C
A
委
託
）
実
施
。

M

・
ジ
ョ
シ
ィ
保
健
省
家
族
計
画
母
子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
副
部
長
、

J
.
K
シ
ュ
レ
ス
タ
同
所
母
子
保
健
課
長
‘

日
本
及
び
ネ
パ
ー
ル
の
人
口
事
情
に
つ
い
て
懇
談
。

ネ
パ
ー
ル
王
国
人
口
•
家
族
計
画
第
二
次
基
礎
調
木
且
・
フ

ァ
イ
ナ
ル
・
ド
ラ
フ
ト
レ
ポ
ー
ト
協
議
の
為
、
相
良
徹
同

調
木
旦
団
長
‘
ネ
パ
ー
ル
に
派
遣
。

本
協
会
理
事
会
を
開
催
。

①
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

②
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

於
り
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

業
務
実
施
契
約
に
基
づ
き
「
ネ
パ
ー
ル
王
国
人
ロ
・
家
族

計
画
第
二
次
基
礎
調
木
且
」
成
果
品
を

J
I
C
A
に
提
出
。

昭
和
六
十
二
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
村
人
口
と
農
業
開

発
に
関
す
る
調
査
」
予
備
調
査
に
、
広
瀬
次
雄
参
与
・
事

務
局
長
‘
遠
藤
正
昭
職
貝
が
中
国
に
出
張
。
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九 九 十九
七 七 七
四 四 十三

四
I 四 I・ 

I・ 十
Ji. 八

ヽ

~ ~ 

弓 9 シ ァ
宜 食 衆国 ア ジ

゜ ゜
言 糧 森 際 そ 国 ‘ア

プ 人要各八書 と 世参人 官 W の阿佐岸会フ 人
を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁~--· 他部藤 議イ ロ
と す政及名 u で党問 レ 昭 信貝 ') 市
る 食 る 府ぴ ．． に 初派題 マ I 吾隆介へ ピ情
糧五に 十佐 関 の議議 ス ノゞ 日 ン視ヽ ヘ

と 問項現ー藤 す 試員 貝 コ I 山 団 本-叙， 
を 題 目 実 月 る みー懇 ミ 崎長- 団
要解か的の隆 宜 で一談 関 ↓ 

コ屯 - 派
請決 ら 且世 言 あ 九会 係 男 遣
し の成つ 界 b る 名

b 
等 ィ ‘田 --、

た 為 る 果 人 ゜ で設 T ー·• 加 中 ィ
9旦土• ゜敢 ロ 国 発立 イ 藤龍 ン
言 国 な へ連 足ヘ ン シ 夫 ド
文連 諸 食 於式 0 h本、 グ ズ
゜ に 政糧 .. 典 長 ス 工 八 夕
リ 策会 国 .. ‘田 イ
I を 議 連 岸 花 貞
ダ 採に 本 村 義 イ
I る 先 部 信 仁 ン
シ よ lL 

ヽ
介 八 ド

ツ ご） ち 、- 郎 ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人

n． 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
議
員
括
動
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ヘ

九九 九 八 九

七 七 七

三七 四 十四
九

I 

十九 十
I 
八

八 ＝ 
,_, 十

~ ~ ~ ~ ~ 

―---

~ ~ ~ ~ .. 

ジ 中 7 7 

゜
顕 国ル南 参 I 堂斉 第

を 先 U 大問吉安岸会 ‘米 加 p 森藤
二

結進 N 来団寺係 議ア 家 国 u 芳邦 回

成国 F 佐，ヘ 子信貝 メ 族 .. 列 夫吉

さ に p 武十宏藤介- リ 計 提 ゴ佐六 国 ヘ 国

せ も A 郎六 ‘吉へ八 力 画 唱 食藤—I· 議 柏 Jじ 際

る ‘名 他 ‘団名 ‘視 ゜糧 五会 原厚 人

ベ途名 花- 和長-力 夕ヽ,,ぶミ と 隆 力 同 ヤ生 ロ

く 上 ‘村 田- ナ 団 人代国 盟 ス 大 会

‘国事仁 耕 ダ＾ n 議 会 ‘臣 議

各に務八 作佐
ヽ メ 問 -t: ヨ眠羊 中 -

L 

国 も 局郎 ‘藤 キ 題
L 

沢

立 ‘五 阿 シ
し 伊八

法 人名他 部隆 コ ラ ヌ豆 田

府 ロ 昭
ヽ イ 子 貞、-、 、-.

議問 吾住 コ ス 於 義総於

貝 題 ロ ．． 他 ‘勢 ．． 

に 議 福栄 ン ノゞ 東 佐 プ

呼貝 岡作 ビ ン 藤四 力

び グ 義 ア ク 五 レ

か Iレ 双．豆 ヽ
構 隆〇 ス

け I 
ヽ プ 粗し、 京 'O  卜

た プ ラ を - 人-

゜
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九 十九 三九 十九
七 七 七 二七
九 十八 ニ八 七

" ， ―I・ 五

I 
八 I 十こ 十 二

I 
十 十
七 "' ヽ 十 ・-・ 

~~” ＾~~ 

7 -, 7 

日 I El I 。
゜

参 人

゜
。ll 参 人

゜
本 p 

゜
本 p 予運 加 ロ 国議一本加 ロ

ゴ側

゜
開側

゜
算営 国 と 際貝 九側 国 と

宜参 p 催参 p 委 ．． 開 議へ七 ．． ．． 開

言加 国 国加 国 貝 四 メ 米 発 貝 の七佐 日 発
L 
者 際 、．者 際 メ 十 c¥- 列 会呼年藤

ヽ
先

の ．． Lヰ、

゜
．． 会 ン 名 シ 英 I 国 議び九 米 進

草佐 議 主佐 議 ノゞ 、 コ
ヽ

第 国 のか 月 隆
ヽ
国

案藤 準 催藤 準 I ‘加 ,:ヰ, 開 け の ‘英 ム云

作 備 機 備 国日プ‘―議 催 ゜中和
ヽ
へ議

成隆 委 関隆 委 、本ラ西回員 に 南 田加 ロ L 

貝 貝 0 -ジ独国へ つ 米耕
ヽ ン

゜
他 会 。他 ぎム 参十ル, I し、 視作西 ド

会
L 

議 加名‘イ際 p て 察 ‘独 ン

議 題 国-コ ンム云、 o 討 に 土へ,~, へへ
規 へ第 etc 於第 ‘ ロ ド 二議 p 議 引井五 ボ

-疋 於三 ．． 0 ン 、準- ゜ 続た 力 ン.. 回 に チ 回 議 ピス 備 東 き か 国
ヽ

゜
メ ヽ つ ユ 、～ 事アリ:京 各子 ．． ベ

日 キ し、 二 日-ラ会 国 十 Jレ

程 シ て ジ 程 九 ン I 議 1L ， 
一 リIヽ

ァ ヵ ヵ
L 

法 名 ンetc コ
"-" ヽ 国 府 、-
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九 九 八 九
八 七

十

゜
二九

¥ 
t・ 
＇ ，、

十九 九 i 八

ヽ

、→'

..  

7 7 

日 参 会資 日 参 I 

゜
本 加 議源 森 本 加 p 

開 日 側 国し ロ え 人 側 国

゜催本 ．． ．． 人 ン る ロ ．． ．． p 
を は 佐 ピ シ ロ が ョ こ ，，ボ に 問柏岸総他六 国
提 オ 藤 ン ン 開 I の コ で到題 原 勢 ‘十 際

案 プ ‘ガ 開 九 九 か ロ 宜 ロ 開 つ議ヤ 信 国 四会

゜ザ隆 イ ボ 発 八 八 れ ツ 言 ン 催 た 貝 ス 介五連 力 議

合 I 
ヽ
ン I に た パに ポ ゜ の グ ‘五 各国し

意バ住 ド ）レ 関 年 年 ゜ ょ 旦心• でル 佐 0 機

gを I ネ す 十 十 ア り 言 I 藤名 関
取 と 栄 シ マへ る 二十 七 ジ ‘“ u プ
付 し 作ア レ 於 ア 月 月 月 月 ア・-・ 採 N 隆 I 

け て I ．． セ の 九択 F 結
ヽ p 

ヘ

た 参井五 シ ク ア 、-、 ャ プに 仏 中 於 ケ 各 八 p 成 石 p 、-、

゜加上 力 ア ア ン 予 ネ ラ 於 ‘国 て 大一 A 国 本 F 於

を 晋 国
ヽ
ラ 国 -疋 イ ン" て ス の ヤ 陸年 に 等 ．． 

し 方-夕 ル会
ヽ ロ ）レ 卜 北 の で

ヽ
慟ト 茂 ス

ヽ
イ ン 議 に の ラ 凩 ナ の ア き 五

ヽ
リ

北
ヽ フ 貝 於 リ ス に イ 人 フ か 力 中 ラ

凩＇ 
フ I 代 て オ プ於 ロ ロ リ け 国 村 ン

会

議
イ ル表 デ I て ピ 会 力 を 啓 力

リ -者 ジ Iレ に 議
ヽ

コ 超 ヽ

ヽ
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六九 九 九 九
八 八 八 八
十一

゜九

I 
I・ 

~ /¥ 

十 I・ 

^~ ~•~ ~~ 

7 佐 第 7 ゴ

日 参第 人 ア 藤 参一人 佐 日 人

本 加二 ロ

゜
ド

゜
加 回 ロ

゜
藤 u 

側 国 回 と を 地ーバ隆 政 国運 と 開 中 と

'' ．． 運開 任域九 イ 代 治 ．． 営開 催隆 打開

土佐他 日 営発 務 I 七ザ議 マ 日 委発 地 ‘合発

井藤 本委に と p 九 I 士 イ レ 本貝 に 北井会に

た u ‘貝 関 す

゜
年契

I 
テ I ‘会関 京上 関

か隆 N 中会す る p 八約 オ シ 中 す ヘ晋 す

子 , F 国 る ° ム云 月 締国 ロ ア 国 る の方 る

住 p ア 議の結連 ギ ア 正 ア

他 A イ ジ の
” 
開 I ィ ジ 式 ジ

五栄 ン ア 開 コ 発 の ン ア な ア

名 作 ド 国 催 ロ 計 問 ド 国 可 国
ヽ 会 と ン 画 題 ム本 能 会

ス 議 そ ポ 、一、 の ス 議 性 議

リ ＾貝 の宜 u 除 リ ヘ貝 打 -員
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l~ 麟顕事麟直一一＇ ~ 3. D 

LI本の人LI転換と農村開発

! crnographiし Transitionin Japan and Rural Deve- l 
¥ loprncnt (英語版） ！ 
” 昭和58年度

! 1. 中華人民共和国人口家族計他l訊礎調査報告書 4 . Survey of Fertility and Living Standards in Chinese l l Basic Survey on Population and Family Planning Rural Areas -Data - All the households of two j 

I·::〗~'.;";;'水:::~:.;·日:;・;,月~;社:·~占"・:'二S版:;Jifu, Prn,i,ce scc≪e,,O o, ccod iorncaices I 
（中国語版） 芙干中国衣村的人口生育率与生活水平的渭介服告

一対干吉林省雨介村逍行全戸1/11談凋査的結果ー ！ 
l ~ 統叶琳＝ （中国語版） ！ 
昭和59年度

! l . ア／ア諸国の牒村人口と農業開発に関する調布報告書: 5. 7-、ライ F R本の鹿梨、農村開発と人口 i 
i イント国 —その軌跡― （日本語版） ！ l Report on the Survey of Rural Populくttionand Agricultural & Rural Development and, Population l 

Agricultural Development in Asian Countries in Japan (英語版）
India (英語版）！ 日本衣曲衣村的友展和人口的推移（中国語版） ｝ 

Perkernbangan Pertanian, Masyarakat Desa Dan l 2. 東南アジア諸国等人ロ・間発基礎調在報告也！ タイ国―_ Kependudukan Di Japang (イントネンア語版） ！ 
! Report on the Basic Survey of Population and Dcve・ （以上4カ国版スライトは、日本産梨教有スライトコ i 
l loprnent in Southeast Asian Countries ンクールにて優秀貨を受賞しました。）
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l l 2. 束南アジア諸国等人口• 開発基礎調在報告書 i 
！ イントネ／ア国一ー ！ l Report on the Basic Survey of Population and l 
Development in Southeast Asian Countries j 

！ l Indonesia (英語版）
l 3. 在日留学生の学習と生活条件に関する研究 ！ 
！ 人的能力開発の課題に即して

I 'a hm Fm ce a""°"""'"'"""'m J ""'" (英語版） l ! 4. 日本の労働力人口と開発

l 5 人口と開発関連統計躾 ！ 
- Demographic and Socio -Economic Indicators on j 
Population and Development (英語版）

6. cl本の産業開発と人口

その原動カ・電力＿ （日本語版）

Industrial Development and Population in Japan 

-The Prime Mover -Electricity (英語版）

日本的I'"叱友展与人口！ 其原釦カー曳勺―- (中国語版）I P=bmsooao fodoS<I dm, ke~ododok,,.di Jo=s I 
Penggerak Utama -Tenga Listrik― i 

l 
（インドネシア語版）
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